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テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
（
人
文
学
部
教
授
）著

定
価
七
、一
五
〇
円（
税
込
）

マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
（
物
質
主
義
）
に
支
配
さ
れ
た
文
学

論
を
超
え
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
漱
石
、

鴎
外
、
三
島
ま
で
、
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る
題
材
を
駆

使
し
て
「
世
界
の
見
方
」
を
変
え
る
挑
戦
的
文
学
論
！

北海学園大学出版会

医
師
偏
在
と
地
域
経
済
北
海
道
か
ら
み
た
過
疎
医
療
問
題

法
学
概
説

定
価
四
、七
三
〇
円（
税
込
）

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

い
ま
、
多
く
の
過
疎
地
域
の
医
療
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。
医
療
政
策
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
医
師

偏
在
問
題
を
、
人
口
の
流
動
性
や
地
域
産
業
の
動
態
な

ど
を
分
析
し
、
地
域
経
済
学
の
視
点
で
解
き
明
か
す
。

社
会
が
複
雑
・
多
様
化
す
る
今
日
、「
法
」
の
基
本
的
な

知
識
・
思
考
の
習
得
が
一
層
重
要
と
な
る
。
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
や
教
養
と
い
え
る
レ
ベ
ル
で
法
学
を
学
べ
、
社

会
で
活
か
す
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
概
説
書
。

北海学園大学出版会 弘文堂

「
キ
リ
ス
ト
教
学
」の
探
究

定
価
五
、七
二
〇
円（
税
込
）

キ
リ
ス
ト
教
学
と
神
学
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。

両
者
の
関
係
と
相
違
と
い
う
問
題
を
掘
り
下
げ
、
哲
学
的

人
間
学
の
確
立
と
人
文
学
の
再
構
築
の
必
要
性
を
説
く
。

キ
リ
ス
ト
教
学
の
第
一
人
者
に
よ
る
集
大
成
的
論
集
。

こ
と
ば
の
様
相
現
在
と
未
来
を
つ
な
ぐ

定
価
七
、四
八
〇
円（
税
込
）

開拓社

金
子
義
明
東
北
大
学
教
授
の
定
年
退
職
を
記
念
し
、
親

交
の
あ
る
研
究
者
、
教
え
子
、
同
僚
が
寄
稿
し
た
論
文
集
。

理
論
と
記
述
の
両
面
か
ら
言
語
の
特
質
に
迫
る
本
書
は
、

こ
れ
か
ら
の
言
語
研
究
の
新
た
な
扉
を
開
く
。

島
越
郎
・
富
澤
直
人
・
小
川
芳
樹
・
土
橋
善
仁
・
佐
藤
陽
介
・
ル
プ
シ
ャ
コ
ル
ネ
リ
ア
編
／

内
藤
永（
経
営
学
部
教
授
）
他
共
著

教文館

安
酸
敏
眞（
理
事
長
）著

清
水
芳
行（
開
発
研
究
所
客
員
研
究
員
）著

ヤ
ン
・
ツ
ィ
ー
コ
ー
著
／
大
西
有
二（
法
科
大
学
院
教
授
）訳

ド
イ
ツ
行
政
法
の
基
礎定

価
五
、〇
六
〇
円（
税
込
）

本
書
は
ド
イ
ツ
公
法
（
憲
法
・
行
政
法
）
の
教
科
書

「Grundkurs Öff entliches Recht

」
の
う
ち
、
行
政
法

編
を
日
本
国
内
で
初
め
て
全
訳
し
た
も
の
。
多
岐
に
わ

た
る
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
ド
イ
ツ
行
政
法
の
「
入
門
書
」。

北海学園大学出版会

Ｕ
Ｓ
＄
１
６
９・９
９

Springer

神
野
潔
・
岡
田
順
太
・
横
大
道
聡
編
／
谷
本
陽
一（
法
学
部
教
授
）他
共
著

超
越
へ
の
親
密
性
―
も
う
一
つ
の
日
本
文
学
の
読
み
方
―

High-Energy 
Chemistry and 
Processing in 
Liquids
Yoshie Ishikawa, Takahiro Nakamura, 
Morihisa Saeki, Tadatake Sato, 
Teruki Sugiyama, Hiroyuki Wada, 
Tomoyuki Yatsuhashi 編
藤原英樹（工学部教授）他共著

藤原英樹教授は第６章を担
当。様々なタイプのレーザー
加工技術を用いたランダム
レーザーの作製と制御技術
について紹介する。

令和５年度　入学者数 （単位／人）

学部 学科 入学者

経
済

１
部

経  済  学  科
292

地域経済学科

２
部

経  済  学  科
120

地域経済学科

経
営

１
部

経  営  学  科 214
経営情報学科 161

２
部 経  営  学  科 94

法

１
部

法  律  学  科
282

政  治  学  科

２
部

法  律  学  科
200

政  治  学  科

人
文

１
部

日本文化学科 110
英米文化学科 112

２
部

日本文化学科 53
英米文化学科 29

工

社会環境工学科 55
建　築　学　科 83
電子情報工学科 89
生  命  工  学  科 60

研究科 入学者

大
　
学
　
院

経済学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） 1

経営学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） －

法学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 3

文学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） 4

工学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 3

1部　計 1,458

2 部　計 496

大学　計 1,954

大学院　計 14

大学・大学院　計 1,968

令
和
５
年
度  

入
学
式
挙
行

北海きたえーるで行われた入学式
　

令
和
５
年
度
度
入
学
式
が
４

月
２
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
、

学
部
学
生
１
部
１
４
５
８
名
、
２

部
４
９
６
名
、
大
学
院
博
士
（
後

期
）
課
程
３
名
、修
士
課
程
11
名
、

合
わ
せ
て
１
９
６
８
名
の
新
入

生
を
迎
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
新
入
生
、
教
職
員
の

み
で
実
施
さ
れ
た
。

栗
山
英
樹
特
任
教
授
か
ら
祝
辞

　

来
賓
か
ら
の
祝
辞
と
し
て
、
本

学
園
特
任
教
授
の
栗
山
英
樹
氏

が
登
壇
し
た
。
新
入
生
へ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
た
。
栗
山
氏
は
自
身
の

学
生
生
活
と
Ｗ
Ｂ
Ｃ
を
振
り
返

り
「
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で

は
な
く
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
。

自
分
で
や
る
と
決
め
て
続
け
て

い
け
ば
、
最
後
に
大
き
な
答
え
が

出
る
と
信
じ
て
い
る
。
挑
戦
し
続

け
な
さ
い
。
自
分
を
信
じ
続
け
な

さ
い
。
誰
も
が
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
る
」
と
激
励
し
た
。

祝辞を述べた栗山英樹特任教授

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
北
海
学

園
大
学
へ
の
ご
入
学
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
教
職
員
一
同
、

心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
学
園
大
学
は
、

70
有
余
年
に
わ
た
っ

て
北
海
道
に
お
け
る
高

等
教
育
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
卒
業
生
は
９
万

人
以
上
に
及
び
、
そ
の

活
躍
の
場
は
各
界
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
に
根
ざ
し
た
大
学
と

し
て
、
地
域
社
会
の
担

い
手
を
数
多
く
輩
出
し

て
き
た
歴
史
と
実
績

に
、
私
た
ち
は
大
き
な

誇
り
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
本
学
が
果
た

す
べ
き
新
た
な
責
務
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
を
通
じ
て
、
み
な

さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
多
様

な
経
験
を
共
に
し
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
、
生
涯
に
わ
た
る
交
友
関
係

も
生
ま
れ
、
そ
れ
が
、
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
学
問

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
学
問
を
通
じ
て
私

た
ち
は
、
個
人
的
で
直

接
的
な
体
験
の
枠
を
超

え
て
、
人
間
や
世
界
を

よ
り
広
く
深
く
知
り
、

そ
の
知
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
に
、
新
た
な
可
能
性

を
切
り
拓
く
力
が
生
ま

れ
ま
す
。
学
問
は
特
別

な
人
だ
け
が
や
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
に
は
、
是
非
、

学
問
を
も
生
涯
の
友
に

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

わ
た
く
し
は
、
み
な

さ
ん
一
人
一
人
が
、
北

海
学
園
大
学
で
の
４
年
間
を
、
自

ら
の
よ
き
人
生
を
築
く
た
め
の
有

意
義
な
時
間
と
し
て
ほ
し
い
、
そ

し
て
そ
の
人
生
が
、
よ
き
社
会
の

実
現
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本

学
は
、
自
主
独
立
の
「
開
拓
者
精

神
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。「
開
拓
者
精
神
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
し
、
よ

き
社
会
の
実
現
の
た
め
に
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
払
う
精
神
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
基
礎
に
は

「
自
立
と
自
律
」
の
精
神
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
、
一
人
で

生
き
抜
く
た
め
の
資
質
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
き
社
会
の
実
現
は
、
一
人

の
努
力
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
協
同
が

必
要
で
す
。
そ
の
協
同
に
自
ら
主

体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
資
質
、
そ
れ
が
、「
自
立

と
自
律
」
の
精
神
で
す
。

　

自
主
独
立
の
「
開
拓
者
精
神
」

を
建
学
の
精
神
と
す
る
本
学
で
の

教
育
と
学
び
が
、
み
な
さ
ん
の
よ

き
人
生
へ
の
導
き
と
な
る
な
ら

ば
、
そ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。
以
上
、
入
学
式
に
臨
ん
で

の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

よき人生とよき社会の実現を
重ね合わせて

森下宏美学長 入学式式辞（要旨）

と
北
海
道
・
日
本
・
世

界
の
未
来
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
生
き
る

こ
の
世
界
で
起
き
て
い

る
大
き
な
変
化
を
見
据

え
、
私
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
社
会
の
諸
問
題
と

切
り
結
び
な
が
ら
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
、必
要
と
さ
れ
る
大
学
・

選
ば
れ
る
大
学
と
し
て
の

評
価
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
の
発
達
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
社
会
や
知
識

集
約
型
社
会
、
あ
る
い
は

Society5.0

へ
の
移
行

が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
も
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
仕
事
を
大
き

く
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

同
時
に
私
た
ち
は
、
地
球

環
境
、
格
差
と
貧
困
、
平
和
と
人

権
、
健
康
と
福
祉
な
ど
を
め
ぐ
っ

て
、
日
本
社
会
と
し
て
、
そ
し

て
地
球
規
模
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
諸
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
社
会
改
革
も
急

務
で
す
。
北
海
道
の
地
域
課
題
も

こ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に

　

こ
の
た
び
、
安
酸
敏
眞
前
学
長

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日

よ
り
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
安
酸
前
学
長
の
も
と
で
達
成

さ
れ
た
諸
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
、
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
支
援
の
も
と
に
大
学

運
営
に
携
わ
り
、
北
海
学
園
大
学

の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
く
す
所
存

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

学
長
選
挙
に
臨
む
に
あ
た
っ
て

の
「
抱
負
」
で
私
は
、
北
海
学
園

大
学
が
、
学
術
研
究
を
通
じ
て
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
大
学
、
地
域

社
会
の
担
い
手
を
育
て
る
大
学
と

し
て
広
く
支
持
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
北
海
道
民
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
大
学
・
選
ば
れ
る
大
学
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
い
、
と
述
べ

ま
し
た
。
本
学
は
、
研
究
・
教

育
活
動
を
通
じ
て
、
人
類
の
福
祉

　

本
年
３
月
31
日
で
退
任
さ
れ
た
安
酸
敏
眞
前
学
長
の
あ
と
を
継
い
で
、
森

下
宏
美
・
経
済
学
部
教
授
が
11
代
目
学
長
と
し
て
４
月
１
日
よ
り
就
任
し
た
。

あ
っ
て
は
、
新
し
い
知
識
や
技
術

を
教
授
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と

と
し
て
、
変
化
の
本
質
や
意
味
を

冷
静
に
見
極
め
、
変
化
に
適
切
に

対
応
で
き
る
深
い
専
門
的
知
識
と

豊
か
な
教
養
、
そ
し
て
、
他
者
と

協
力
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む

主
体
性
の
涵
養
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
教
育
の
実
現
に

向
け
て
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
北
海
学
園
大
学
に
着
任
し

ま
し
た
の
は
１
９
９
５
年
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
北
海
道
は
ひ

と
つ
の
転
換
点
を
迎
え
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道

の
人
口
が
約
５
７
０
万
人

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
は

１
９
９
７
年
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
前
年

の
１
９
９
６
年
に
は
、
高

齢
者
人
口
が
年
少
者
人
口

を
上
回
る
に
至
り
ま
し
た
。

以
後
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
は
急
速
に
進
行
し
、
こ

の
ま
ま
の
傾
向
で
進
む
と
、

２
０
４
５
年
に
は
、
北
海

道
の
人
口
は
４
０
０
万
人
に
、
高

齢
化
率
は
37
・
５
％
に
な
る
だ

ろ
う
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
北
海
道
の
社
会
や
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
一
方
で
、
地
球
温
暖
化

問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
食
糧

安
全
保
障
問
題
な
ど
の
解
決
に
お

い
て
北
海
道
が
発
揮
し
う
る
潜
在

力
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
た
と

き
、
創
立
以
来
70
有
余
年
に
わ

た
っ
て
北
海
道
に
根
ざ
し
た
教
育

を
行
っ
て
き
た
大
学
と
し
て
、
本

学
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ

を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
学
は
、
道
内
最
大
の
私
立
総
合

大
学
と
し
て
、
経
済
、
経
営
、
法
、

人
文
、
工
の
分
野
で
培
っ
て
き
た

知
見
と
教
育
実
践
の
豊
富
な
蓄
積

を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
北

海
道
の
地
域
社
会
の
未
来
を
切
り

拓
く
た
め
の
総
合
知
に
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
担
い
手
を

育
て
る
教
育
、
そ
し
て
自
治
体
や

企
業
と
の
連
携
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
に
、
独
自
の
貢
献
を
な
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
言
、
学

長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

♦
♦

略
歴
・
業
績
等
♦
♦

【
学
歴
】
１
９
８
３
年
福
島
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
経
済
学
学
修

士
）、
１
９
８
６
年
北
海
道
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学

【
職
歴
】
１
９
８
６
年
北
海
道
大
学
経
済

学
部
助
手
、
１
９
８
９
年
釧
路
短
期
大
学

講
師
、
１
９
９
５
年
本
学
経
済
学
部
助
教

授
、
１
９
９
８
年
教
授
、
２
０
０
６
年
教
務

セ
ン
タ
ー
長
、
２
０
１
２
年
経
済
学
部
長
、

２
０
１
６
年
経
済
学
研
究
科
長

【
所
属
学
会
】
経
済
学
史
学
会
、
経
済
理
論

学
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
マ
ル

サ
ス
学
会
（
２
０
１
７
年
マ
ル
サ
ス
学
会
会

長
、
２
０
１
９
年
マ
ル
サ
ス
学
会
理
事
）

【
著
書
】（
共
著
）
平
岡
祥
孝
・
南
島
和
久•

宮
地
晃
輔
編
『
英
国
の
諸
相
』（
創
成
社
、

２
０
２
２
年
）、

（
共
編
著
）Gilbe1t Faccarello, 

M
asashi Izum

o and H
irom

i 
M
orishita (eds.) M

althus Across 
N

ations. � e Reception of � om
as 

R
obert M

althu
s in E

urope, 
Am

erica and Japan. Edw
ard Elgar 

Publishing, 2020

、（
共
著
）
柳
田
芳
伸
・

姫
野
順
一
編
『
知
的
源
泉
と
し
て
の
マ
ル
サ

ス
人
口
論
』（
昭
和
堂
、
２
０
１
９
年
）、（
共

著
）
大
谷
禎
之
介
・
平
子
友
長
編
『
抜
粋
ノ
ー

ト
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
を
読
む
』（
桜
井
書

店
、
２
０
１
３
年
）、（
共
著
）
柳
田
芳
伸
・

諸
泉
俊
介
・
近
藤
真
司
編
『
マ
ル
サ
ス
ミ

ル
マ
ー
シ
ャ
ル
』（
昭
和
堂
、２
０
１
３
年
）、

（
単
著
）『
マ
ル
サ
ス
人
口
論
争
と
「
改
革
の

時
代
」』（
日
本
経
済
評
論
社
、
２
０
０
１
年
）

【
事
典
】（
共
著
）
マ
ル
サ
ス
学
会
編
『
マ
ル

サ
ス
人
口
論
事
典
』（
昭
和
堂
、２
０
１
６
年
）

【
論
文
】「「
サ
ブ
ノ
ー
ト
」
と
『
資
本
論
』

│
本
源
的
蓄
積
論
の
執
筆
と
「
サ
ブ
ノ
ー
ト

Ｂ
」と
の
関
連
を
中
心
に
」『
季
刊
経
済
理
論
』

（
経
済
理
論
学
会
）
57
（
３
）、
２
０
２
０

年
、「
マ
ル
ク
ス
「
１
８
６
１
│
６
３
年
草
稿
」

ノ
ー
トX

X -X
X
III 

冊
「
追
補
」
と
『
資

本
論
』
関
連
諸
草
稿
」『
経
済
論
集
』（
北
海

学
園
大
学
）
65
（
４
）、
２
０
１
８
年

【
翻
訳
】（
共
訳
）
資
本
論
草
稿
集
翻
訳
委

員
会
訳
『
マ
ル
ク
ス
資
本
論
草
稿
集
９
経

済
学
批
判
（
１
８
６
１
│
１
８
６
３
年
草

稿
）
Ⅵ
』（
大
月
書
店
、
１
９
９
４
年
）

（M
EG

A
II/3.6, D

ietz Verlag, 
Berlin, 1980,

の
邦
訳
）、（
共
訳
）
資

本
論
草
稿
集
翻
訳
委
員
会
訳
『
マ
ル
ク
ス
資

本
論
草
稿
集
２
１
８
５
７
│
５
８
年
の
経

済
学
草
稿
Ⅱ
』（
大
月
書
店
、
１
９
９
３
年
）

（M
EG

A
II/1.2, D

ietz Verlag, 
Berlin, 1981,

の
邦
訳
）

学
長

森も
り

下し
た

宏ひ
ろ

美み

北海道の未来を拓く
総合知の創造をめざして

森
下
宏
美   
学
長
就
任

教授

森
下
宏
美   
学
長
就
任

教授

森
下
宏
美   
学
長
就
任

教授
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本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
上
野
之
江
先
生
（
元
法

学
部
教
授
）、
寺
田
吉
孝
先
生
（
元
人
文
学
部
教
授
）、
米
坂

ス
ザ
ン
ヌ
先
生
（
元
人
文
学
部
教
授
）、
岡
崎
敦
男
先
生
（
元

工
学
部
教
授
）
の
永
年
に
わ
た
る
教
育
研
究
、
大
学
運
営
、

社
会
活
動
の
功
績
に
対
し
４
月
１
日
、
本
学
第
三
会
議
室
で
、

名
誉
教
授
の
称
号
が
森
下
宏
美
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

▽
上う

え

野の

之ゆ
き

江え

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
59
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
大
学
院
言
語
学
部
英
語

教
育
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
応
用
言
語
学
修

士
）、
昭
和
60
年
小
樽
商
科
大
学
言
語
セ
ン

タ
ー
助
手
、
平
成
４
年
本
学
教
養
部
講
師
、

平
成
７
年
同
助
教
授
、
平
成
10
年
本
学
法
学

部
助
教
授
、
平
成
14
年
同
教
授
（
英
語
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

研
究
発
表
：「English Only Camp, 

Quasi Im
mersion Program

」、
論
文
：

「Corpus-based analyses of e-mail 
by Japanese college students.

」

（
共
著
）、『JACET BU

LLETIN

（
大

学
英
語
教
育
学
会
紀
要
）』（
査
読
論
文
）、

「P-CHECK

：Peer Feedback

を
利

用
し
た
発
声
練
習
プ
ラ
グ
イ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」（
共
著
）◆　

　

◆　
　

◆

▽
寺て

ら
田だ

吉よ
し

孝た
か

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
55
年
大
阪
外
国
語
大
学
大
学

院
外
国
語
学
研
究
科
ロ
シ
ア
語
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和
56
年
大
阪

繊
維
学
園
向
陽
台
高
等
学
校
教
諭
、
昭
和
61

年
津
田
学
園
津
田
中
高
等
学
校
教
諭
、
平
成

４
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
８
年
同
助
教

授
、
平
成
10
年
本
学
共
通
教
育
・
研
究
セ
ン

タ
ー
教
育
研
究
部
助
教
授
、
平
成
13
年
本
学

経
済
学
部
教
授
、
平
成
16
年
本
学
経
営
学
部

教
授
、
平
成
20
年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
ロ

シ
ア
語
基
礎
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
ロ
シ
ア
語
文
化
Ⅰ
な

ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
入
門
者
お
よ
び
初
心
者
の
た
め
の

ロ
シ
ア
語
文
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
翻
訳
：

共
訳
『
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ー
ル
ス
キ
ィ
の
ア

イ
ヌ
語
ロ
シ
ア
語
辞
典
』、

研
究
発
表
：

◆　
　

◆　
　

◆

▽
米よ

ね

坂さ
か

ス
ザ
ン
ヌ
名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
58
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州

立
大
学
大
学
院
英
語
修
士
課
程
修
了
（
英
語

学
修
士
）、
昭
和
61
年
札
幌
大
学
女
子
短
期

大
学
部
英
文
学
科
講
師
、
平
成
２
年
同
助
教

授
、
平
成
４
年
本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成

５
年
本
学
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
助
教

授
、
平
成
14
年
同
教
授
（
英
語
音
声
学
な

ど
を
担
当
）、平
成
17
年
修
士
課
程
担
当
（
英

語
研
究
特
殊
講
義
・
演
習
な
ど
を
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

研
究
発
表
：「Research-based 

Pronunciation Teaching: How 
and W

hy

」、
論
文
：「Feedback 

on local intelligibility by 
sam

e-L1 learners: Face-to-
face or com

puter-m
ediated?

」  

「A
synchronous online peer 

judgm
ents of intelligibility: 

sim
ple task, com

plex factors.

」

◆　
　

◆　
　

◆

▽
岡お

か

崎ざ
き

敦あ
つ

男お

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
56
年
京
都
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
、
昭
和
60
年

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
退
学
（
理
学
博
士
）、
昭
和
61
年
北
海
学

園
大
学
教
養
部
講
師
、平
成
６
年
同
助
教
授
、

平
成
10
年
北
海
学
園
大
学
工
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
同
教
授
（
宇
宙
科
学
、
宇
宙
科

学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
〜
令

和
３
年
入
試
部
長

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

論
文
：
単
著
「Long-term

 V/R 
variations of Be stars due to 
global one-arm

ed oscillations 
of equatorial disks

」、
共
著

「A natural explanation for 
periodic outbursts in Be/X-ray 
binaries

」、
共
著
「O

rigin of 
two types of X-ray outbursts 
in Be/X-ray binaries. I. 
Accretion scenarios

」

名
誉
教
授
の
称
号
授
与 名誉教授称号記授与式にて。前列左から寺田吉孝名誉教授、安酸敏眞理事

長、米坂スザンヌ名誉教授、森下宏美学長、上野之江名誉教授。後列左か
ら鈴木美佐子教務センター長、天笠道裕経営学部長、小松かおり人文学部長、
元木邦俊工学部長、石井健経済学部長、若月秀和教授、魚住純教授。

　
　

　
　

　
　

Анализ
преподавания

 иностранных
языков

 в
 вузах

 Японии
 и

некоторые
 пути

стимулирования
 японских

студентов
 к

 изучению
русского

 языка

令
和
４
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

　

令
和
４
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
21
日
、
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
「
北

海
き
た
え
ー
る
」
に
て
執
り
行

わ
れ
た
（
９
月
期
は
令
和
４
年

９
月
30
日
挙
行
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
卒
業
生
、
修
了
生
、

教
職
員
の
み
で
実
施
さ
れ
た
。

　

安
酸
学
長
は
式
辞
で
「
現
代
は

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
だ

が
、
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ま
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
、
卒
業
生
代
表
の

工
学
部
・
大
畝
悠
介
さ
ん
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
培
わ
れ
た
創
造
性
は

今
後
大
き
な
力
、
財
産
に
な
る

と
感
じ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

卒業証書・学位記の授与

令和４年度　卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数
学
部 学科

令和４年度卒業生
累計

９月期 合計

経
済

１
部

経  済  学  科 170 5 175 20,633
地域経済学科 149 5 154 2,447
経  営  学  科 － － 0 8,766

２
部

経  済  学  科 72 13 85 7,939
地域経済学科 33 8 41 794
経  営  学  科 － － 0 3,291

経
営
１
部
経  営  学  科 154 3 157 2,963
経営情報学科 139 3 142 2,480

２
部 経  営  学  科 112 13 125 1,654

法

１
部
法  律  学  科 144 8 152 12,778
政  治  学  科 122 － 122 2,530

２
部
法  律  学  科 86 16 102 5,867
政  治  学  科 69 5 74 1,084

人
文

１
部
日本文化学科 95 3 98 2,624
英米文化学科 83 2 85 2,541

２
部
日本文化学科 32 5 37 1,051
英米文化学科 28 2 30 760

工

社会環境工学科 39 － 39 4,515
建　築　学　科 65 － 65 4,807
電子情報工学科 70 2 72 2,955
生  命  工  学  科 55 － 55 433
1部　計 1,285 31 1,316 70,472
2 部　計 432 62 494 22,440
大学　計 1,717 93 1,810 92,912

研究科
令和４年度修了生

累計
９月期 合計

大
　
学
　
院

経済学
研究科

（博士甲） － － 0 13
（博士乙） － － 0 1
（修　士） 1 － 1 209

経営学
研究科

（博士甲） 1 － 1 15
（博士乙） － － 0 5
（修　士） 1 － 1 124

法　学
研究科

（法・博士甲） － － 0 9
（政・博士甲） － － 0 1
（博士乙） － － 0 4
（法・修士） － － 0 107
（政・修士） － － 0 28

文　学
研究科

（日・博士甲） 1 － 1 4
（英・博士甲） － － 0 1
（博士乙） － － 0 7
（日・修士） 1 － 1 104
（英・修士） 1 － 1 30

工　学
研究科

（建・博士甲） － － 0 7
（電・博士甲） － － 0 7
（生・博士甲） 1 － 1 1
（建・修士） 2 － 2 153
（電・修士） － － 0 47
（生・修士） － － 0 10

法務研究科（法務博士） － － 0 155
大学院　計 9 0 9 1,042

大学・大学院　計 1,726 93 1,819 93,954

（単位／人）

栗山英樹特任教授（左）と
新入生代表の三木凌弥さん

学
長
賞
を
受
賞
し
た

近
藤
稀
胤
さ
ん
（
右
）

　

令
和
４
年
度
学
長
賞
の
表

彰
が
３
月
21
日
、
卒
業
証

書
・
学
位
記
授
与
式
終
了
後

に
行
わ
れ
、
在
学
中
に
司
法

書
士
試
験
に
合
格
し
た
法
学

部
法
律
学
科
４
年
・
近
藤
稀

胤
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

　

学
長
賞
は
、
体
育
・
文
化

活
動
等
に
お
い
て
特
に
顕
著

学
長
賞
受
賞

近こ
ん

藤ど
う

稀き

胤づ
く

さ
ん

法学部栗
山
監
督
率
い
る
野
球
日
本
代
表

  

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
優
勝

日越大学との協定書

ベトナム・日越大学と北海学園大学  学術協力協定締結
　

本
学
は
、
２
０
２
３
年
３
月
１
日

に
ベ
ト
ナ
ム
・
日
越
大
学
と
学
術
協

力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

日
越
大
学
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
友
好
と
結
束
の
象
徴
と
し
て
設

立
さ
れ
た
国
家
大
学
で
す
。
こ
の
協

定
は
、
北
海
学
園
大
学
と
日
越
大
学

双
方
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
、
教

職
員
や
学
生
の
交
流
、
共
同
研
究
活

動
、
そ
の
他
関
連
す
る
共
同
教
育
・

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
と

い
っ
た
学
術
交
流
を
可
能
と
す
る
も

の
で
、
具
体
的
な
交
流
活
動
に
つ
い

て
は
今
後
両
大
学
間
で
協
議
さ
れ
ま

す
。

　

元
経
済
学
部
教
授
で
名
誉
教
授
の

瀬せ

川が
わ

修
し
ゅ
う
二じ

先
生
（
74
歳
）
が
令
和

５
年
３
月
31
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

瀬
川
修
二
先
生
《
ご
経
歴
》

昭
和
49
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
独
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

（
文
学
修
士
）、
昭
和
51
年
北
海
道
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
独
文
学
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭

和
51
年
本
学
教
養
部
講
師
、
昭
和
59

年
同
助
教
授
、
平
成
８
年
同
教
授
、

平
成
10
年
同
共
通
教
育
・
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
、
平
成
13
年
同
経
済
学
部

教
授
、
平
成
29
年
３
月
退
職
。

　

２
０
２
３
年
３
月
４
〜
６
日
。

東
京
・
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
、「
北
極
サ
ー
ク
ル

（A
rctic Circle

）」
が
開
催

さ
れ
た
。
北
極
海
沿
岸
に
限
ら

な
い
多
様
な
地
域
か
ら
、
政
府

要
人
、
有
識
者
、
先
住
民
族
等

が
一
堂
に
会

し
、
北
極
の

諸
課
題
に
つ

い
て
対
話
す

る
世
界
最
大

級
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
。
そ

の
目
的
に
照
ら
し
て
、「
北
極
版

ダ
ボ
ス
会
議
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

北
極
は
、
全
世
界
の

平
均
と
比
べ
て
約
４
倍

の
速
さ
で
温
暖
化
が
進

行
し
て
い
る
。
水
温
上

昇
や
海
氷
変
動
は
、
食

物
網
の
動
態
や
生
物
生

産
に
多
大
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
る
。
そ
れ

は
自
ず
と
、
生
き
と

し
生
け
る
も
の
の
存

立
を
足
元
か
ら
脅
か
す

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
複
合

危
機
に
直
面
す
る
北
極

は
、
い
か
に
し
て
、
緩

和
と
適
応
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
、
脱
／

低
炭
素
社
会
へ
の
移
行

（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
／
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
果
た

す
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

含
め
、
北
極
海
沿
岸
国
ロ

シ
ア
に
よ
る
変
革
の
停
滞

と
そ
の
累
積
的
影

響
を
ど
う
見
る
か
。

北
極
サ
ー
ク
ル
で

は
、
こ
う
し
た
論

点
を
含
む
複
数
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設

け
ら
れ
、
登
壇
者

同
士
は
も
ち
ろ
ん
、

フ
ロ
ア
を
交
え
た

白
熱
し
た
問
い
か

け
と
応
答
が
な
さ

れ
た
。

　

つ
な
が
り
と
対

話
は
、
北
極
サ
ー
ク
ル
の

屋
台
骨
を
支
え
て
い
る
。

基
盤
に
あ
る
の
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
社
会
経
済
お
よ

び
生
態
要
因
を
ふ
ま
え
、

北
極
と
全
球
と
を
関
係
的

（relational

）
に
捉
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
観
念
的
な

視
点
で
は
な
い
。
北
極
の
複
合

危
機
は
、
全
球
の
人
間
―
自
然

の
平
衡
に
「
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
」
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

部
分
＝
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
に
対

す
る
事
実
を
積
み
上
げ
て
い
く

と
同
時
に
、
全
体
＝
グ
ロ
ー
バ

ル
と
の
結
い
目
を
焦
点
化
す
る

こ
と
に
、
北
極
サ
ー
ク
ル
の
存

在
意
義
が
あ
る
。

法
学
部
准
教
授

高た
か

橋は
し

美み

野の

梨り

北極版ダボス会議 北極サークル
グローバル・アークティックという視点

プレナリーセッションでの一コマ（出典：Arctic Circle）

　

教
育
振
興
会
に
令
和
４
年
度
も

多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま
し
て

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算
報

告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は
次
の

通
り
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼
10
万
円
未
満

淺
野
高
宏
、
安
達
昭
弘
、
飯
野
海

彦
、
上
原
雅
夫
、
内
田
和
浩
、
大

橋
孝
行
、
加
藤
正
晴
、
木
村
剛
、

許
士
達
広
、
佐
々
木
啓
明
、
佐
藤

剛
、
芝
山
泰
淳
、
杉
本
圭
吾
、
杉

山
匡
、
竹
田
直
弘
、
堂
柿
栄
輔
、

仲
丸
英
起
、
濱
田
武
士
、
稗
貫
俊

文
、
福
原
正
己
、
増
地
あ
ゆ
み
、

寄
付
者
ご
芳
名

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

水
野
谷
武
志
、
宮
入
隆
、
山
崎
省

一
、
渡
辺
敦

他
匿
名
２
名

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

小
松
か
お
り
、佐
藤
信
、安
酸
敏
眞
、

山
田
誠
治

▼
50
万
円
以
上
100
万
円
未
満

関
寛

▼
金
額
非
公
開

天
笠
道
裕
、
イ
ア
ン
・
マ
ン
ビ
、

伊
熊
克
己
、
上
野
誠
治
、
魚
住
純
、

田
中
綾
、
福
田
都
代
、
松
久
三
四

彦
、
元
木
邦
俊
、
森
下
宏
美
、
山

田
俊
郎

他
匿
名
６
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

新
太
平
洋
建
設
株
式
会
社
、
北
海

学
園
大
学
蓬
門
会

【
令
和
４
年
度
寄
付
金
合
計
】

３
、２
３
０
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

１
８
８
、７
７
０
、２
４
２
円

な
成
績
を
収
め
た
学
生
に
対

し
授
与
さ
れ
る
。

栗
山
英
樹
氏
よ
り
来
賓
祝

辞
が
披
露
さ
れ
た
。
栗
山

氏
が
監
督
と
し
て
指
揮
す

る
野
球
日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ

パ
ン
」
が
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
決
勝

で
ア
メ
リ
カ
代
表
に
３
対

２
で
勝
利
し
、
３
大
会
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
。
新
入

生
代
表
学
生
か
ら
お
祝
い

の
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
入
学
式
に

て
、
本
学
園
特
任
教
授
の

同
窓
会・豊
平
会
が
豊
平
の
生
協
食
堂
で

「
１
０
０
円
満
腹
丼
」提
供

　

豊
平
会
は
学
生
の
応
援
を
目

的
に
、
５
月
か
ら
６
月
第
１
週

に
か
け
て
週
に
１
回
（
計
５
日
）、

豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
生
協
食
堂
に

お
い
て
「
豊
平
会
１
０
０
円
満

腹
丼
」
を
提
供
し
て
い
る
。
各

日
程
３
０
０
食
限
定
で
、
６
月

２
日
（
金
）
が
最
終
日
と
な
る
。
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院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
比
較
経
済
政

策
史
特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和

３
年
経
済
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
部
長

天あ
ま
笠が

さ

道み
ち

裕ひ
ろ

教
授

平
成
９
年
法
政

大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科

経
営
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
平
成
17
年
大
東
文
化

大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
経
営
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平

成
９
年
東
日
本
国
際
大
学
助
手
、
平

成
11
年
同
大
学
講
師
、
平
成
15
年
本

学
経
営
学
部
講
師
、
平
成
19
年
准
教

授
、
平
成
23
年
教
授
（
経
営
情
報
な

ど
担
当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、平
成
28
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
経
営
情
報
論
特
殊
研
究
な

ど
担
当
）、
令
和
３
年
経
営
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
部
長

館た
て

田だ

晶あ
き

子こ

教
授

平
成
13
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
公

法
専
攻
修
了
（
法
学
博
士
）、
平
成
12

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｃ

Ｄ
２
）、
平
成
13
年
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
平
成
14
年
跡

見
学
園
女
子
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
講
師
、
平
成
17

年
同
助
教
授
、
平
成
19
年
同
准
教
授
、

平
成
24
年
専
修
大
学
法
学
部
准
教
授
、

平
成
26
年
本
学
法
学
部
教
授
（
憲
法

な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
法
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
憲
法
特
論
Ａ
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
平
成
30
年
法
学
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
憲
法
特
殊
研
究

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
５
年
法
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
人
文
学
部
長

小こ

松ま
つ　

か
お
り
教
授

平
成
10
年
京
都

大
学
理
学
研
究

科
動
物
学
専
攻

博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
平
成
12
年
３
月
京
都

大
学
大
学
院
博
士
（
理
学
）
取
得
、
平

成
10
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、
平
成
13
年
静
岡
大
学
人
文
学
部
助

教
授
、
平
成
23
年
同
教
授
、
平
成
28

年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
文
化
人
類
学

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
文
学
研
究
科
修
士
課

▼
副
学
長

須す

田だ  
一か

ず

弘ひ
ろ

人
文
学
部
教
授

平
成
２
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博

士
課
程
行
動
科

学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
16
年

博
士
（
農
学
）（
鹿
児
島
大
学
）、
平
成

２
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

（
Ｐ
Ｄ
）、平
成
４
年
本
学
教
養
部
講
師
、

平
成
５
年
同
人
文
学
部
講
師
、
平
成
８

年
同
人
文
学
部
助
教
授
、
平
成
11
年

同
人
文
学
部
教
授
（
文
化
人
類
学
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論

特
殊
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
25
年

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
文
学
研
究
科

長
、
令
和
５
年
副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
副
学
長

佐さ

藤と
う

淳
じ
ゅ
ん

経
営
学
部
教
授

平
成
６
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
教

育
心
理
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成

21
年
博
士
（
教
育
学
）（
東
北
大
学
）、

平
成
６
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
９

年
同
教
養
部
助
教
授
、
平
成
10
年
同

経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
14
年
同
経

済
学
部
教
授
、
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
学
習
心
理
学
な
ど
担

当
）、平
成
15
年
同
経
営
学
部
教
授
（
学

習
心
理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
22
年
大

学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
学
習
心
理
学
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
24
年
経
営
学
部
長
、
令

和
２
年
経
営
学
研
究
科
長
、
令
和
５
年

副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
部
長

石い
し

井い

健
た
け
し

教
授

平
成
10
年
一
橋

大
学
大
学
院
社

会
学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
地

域
社
会
研
究
専
攻
単
位
修
得
退
学
、
平

成
21
年
博
士
（
社
会
学
）（
一
橋
大
学

大
学
院
）、
平
成
10
年
一
橋
大
学
社
会

科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手
、
平

成
15
年
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部

岩
見
沢
校
助
教
授
、
平
成
18
年
同
札

幌
校
助
教
授
、
平
成
19
年
同
准
教
授
、

平
成
28
年
本
学
経
済
学
部
教
授
（
西

洋
経
済
史
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学

程
担
当
（
環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ｉ
な

ど
担
当
）、
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
、
令
和
４
年
人
文
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
部
長

元も
と
木き

邦く
に

俊と
し

教
授

平
成
元
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、
平
成
元

年
本
学
工
学
部
助
手
、
平
成
３
年
講
師
、

平
成
５
年
助
教
授
、平
成
13
年
教
授（
電

子
回
路
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
19

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
音
声
情

報
処
理
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成

26
年
入
試
部
長
、
令
和
３
年
工
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
研
究
科
長古ふ

る
林ば

や
し

英え
い

一い
ち

教
授

昭
和
62
年
京
都

大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
農
林

経
済
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
京
都
大
学
博
士
（
農

学
）、
昭
和
62
年
南
九
州
大
学
園
芸
学

部
講
師
、
平
成
４
年
同
助
教
授
、
平
成

５
年
北
海
道
大
学
水
産
学
部
講
師
、
平

成
７
年
同
助
教
授
、
平
成
12
年
本
学

経
済
学
部
教
授
（
環
境
経
済
論
Ⅰ
・
Ⅱ

な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
（
環
境
政
策
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
30
年
経
済
学
部
長
、
令
和

４
年
経
済
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
研
究
科
長石い

し
嶋じ

ま

芳よ
し

臣お
み

教
授

平
成
６
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

経
営
学
・
会
計

学
専
攻
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学
、
平

成
６
年
本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
７

年
同
助
教
授
、
平
成
15
年
本
学
経
営

学
部
助
教
授
、
平
成
16
年
大
学
院
経

営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
現
代
企

業
論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
19

年
同
教
授
（
企
業
論
な
ど
担
当
）、
大

学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
現
代
企
業
論
特
殊
研
究
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
27
年
経
営
学
部
長
、

令
和
５
年
経
営
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
研
究
科
長

鈴す
ず
木き

光
ひ
か
る

教
授

平
成
10
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
公

法
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
17
年

博
士
（
法
学
）（
北
海
道
大
学
）、
平

成
８
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｄ
Ｃ
）、
平
成
10
年
４
月
同
（
Ｐ

Ｄ
）、
平
成
10
年
７
月
本
学
法
学
部
助

手
、
平
成
11
年
講
師
、
平
成
14
年
日

本
学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員
、
平

成
15
年
助
教
授
、
平
成
19
年
准
教
授

（
職
名
変
更
）、
平
成
21
年
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
22

年
教
授
（
行
政
法
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、

平
成
28
年
博
士（
後
期
）課
程
担
当（
行

政
法
特
殊
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、

令
和
３
年
法
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
文
学
研
究
科
長

郡ぐ
ん
司し

淳
じ
ゅ
ん

教
授

平
成
２
年
日
本

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
日
本

史
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
20
年

博
士
（
文
学
）（
北
海
学
園
大
学
）、
平

成
７
年
筑
波
大
学
助
手
歴
史
人
類
学

系
、
平
成
16
年
本
学
人
文
学
部
助
教

授
（
日
本
史
概
論
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平

成
18
年
人
文
学
部
教
授
、
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
日
本
史
特

殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
21
年
文

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日

本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演

習
Ⅱ
Ｃ
な
ど
担
当
）、
平
成
25
年
人
文

学
部
長
、
令
和
５
年
文
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
研
究
科
長

山や
ま

田だ

俊と
し

郎ろ
う

教
授

平
成
13
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
環

境
資
源
工
学
専
攻
修
了
、
博
士
（
工

学
）、
平
成
13
年
豊
橋
技
術
科
学
大
学

建
設
工
学
系
助
手
、
平
成
18
年
国
立

保
健
医
療
科
学
院
水
道
工
学
部
主
任
研

究
官
、
平
成
22
年
岐
阜
大
学
工
学
部

准
教
授
、
令
和
２
年
本
学
工
学
部
教
授

（
上
下
水
道
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和

３
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
社
会
環
境
工
学
特
別
研
究
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
博
士
課
程
担
当
（
環
境
工
学

特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
５
年

工
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）長

丸ま
る

山や
ま

治
お
さ
む

教
授

昭
和
54
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
公

法
課
程
刑
事
法

専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
昭
和

54
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
、
昭

和
56
年
本
学
法
学
部
講
師
、
昭
和
58

年
同
助
教
授
、
平
成
２
年
同
教
授
、
大

学
院
教
授
法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻

修
士
課
程
担
当
、平
成
５
年
入
試
部
長
、

平
成
10
年
大
学
院
法
学
研
究
科
法
律

学
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
、
平

成
14
年
法
学
部
長
、
平
成
17
年
法
務

研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
専
門
職
学
位

課
程
担
当
、
平
成
20
年
法
務
研
究
科

長
、
令
和
５
年
法
務
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

鈴す
ず

木き

美み

佐さ

子こ

法
学
部
教
授

昭
和
63
年
お
茶

の
水
女
子
大
学

大
学
院
人
文
科

学
研
究
科
哲
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、

平
成
４
年
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科
比
較
文
化
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
修
得
退
学
、
平
成
４
年
東

京
工
業
大
学
工
学
部
助
手
、
平
成
８
年

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研

究
科
助
手
、
平
成
10
年
本
学
法
学
部

助
教
授
、
平
成
17
年
教
授
（
論
理
学

な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
務
研
究
科
専

門
職
学
位
課
程
兼
担
、
平
成
28
年
学

生
部
長
、
令
和
３
年
副
学
長
、
令
和
４

年
度
教
務
セ
ン
タ
ー
長
兼
担
、
令
和
５

年
度
教
務
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
学
生
部
長草く

さ
間ま

秀ひ
で

樹き

法
学
部
教
授

平
成
10
年
明
治

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
13
年
本
学
法

学
部
専
任
講
師
、
平
成
15
年
助
教
授
、

平
成
17
年
法
科
大
学
院
助
教
授
、
平

成
21
年
法
学
部
教
授
（
商
法
Ⅱ
な
ど

担
当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
企
業
法
特
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

平
成
26
年
法
学
部
長
、
平
成
27
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
商
法
特
殊
研

究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
令
和
２

年
学
生
部
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

春か
す

日が

賢
さ
と
し

経
営
学
部
教
授

平
成
２
年
中
央

大
学
商
学
部
商

業
貿
易
学
科
卒

業
、
平
成
５
年

立
教
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済

学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
、
平
成
15

年
中
央
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
商
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
、
平
成
９
年

本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
10
年
助

教
授
、
平
成
15
年
経
営
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
19
年
教
授
（
経

営
学
説
史
な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
企
業
と
社
会

特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
２
年

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
入
試
部
長鈴す

ず
木き

聡そ
う
士し

工
学
部
教
授

平
成
14
年
北
海

学
園
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

建
設
工
学
専
攻

博
士
（
後
期
）
課
程
修
了
、
博
士
（
工

学
）、
平
成
14
年
札
幌
大
学
経
済
学
部

専
任
講
師
、
平
成
16
年
同
助
教
授
、

平
成
18
年Vrije Universiteit 

A
m
sterdam

客
員
研
究
員
、
平
成

20
年
本
学
工
学
部
准
教
授
、
平
成
21

年
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

25
年
教
授
（
デ
ー
タ
解
析
演
習
な
ど

担
当
）、
平
成
27
年
工
学
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
特
別
講
義
な
ど
担
当
）、

令
和
４
年
入
試
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
図
書
館
長

田た

中な
か

綾あ
や

人
文
学
部
教
授

平
成
13
年
北
海

学
園
大
学
文
学

研
究
科
修
士
課

程
修
了
、
平
成

20
年
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
学
位
授
与
（
博
士
（
文
学
））、
平

成
20
年
本
学
人
文
学
部
准
教
授
、
平

成
26
年
教
授
（
日
本
文
学
史
Ⅱ
な
ど

担
当
）、
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
29
年
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
日
本
言
語
・
思
想
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ
な
ど
担
当
）、

令
和
４
年
図
書
館
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
開
発
研
究
所
長

濱は
ま

田だ

武た
け

士し

経
済
学
部
教
授

平
成
11
年
北
海

道
大
学
大
学
院

水
産
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

修
了
（
博
士
（
水
産
学
））、
平
成
10
年

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
平
成

12
年
水
産
経
営
技
術
研
究
所
研
究
員
、

平
成
14
年
東
京
水
産
大
学
水
産
学
部

助
手
、
平
成
15
年
東
京
海
洋
大
学
海

洋
科
学
部
助
手
、
平
成
18
年
同
准
教

授
、
平
成
24
年
東
京
海
洋
大
学
大
学

院
海
洋
科
学
系
准
教
授
、
平
成
28
年

本
学
経
済
学
部
教
授（
地
域
経
済
入
門
、

地
域
経
済
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、博
士（
後

期
）
課
程
担
当
（
地
域
経
済
特
殊
研
究

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
４
年
開
発
研
究

所
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和５年度

経
済
学
部
長
（
教
授
）
石
井
健
▽
経
営
学
部

長
（
教
授
）
天
笠
道
裕
▽
法
学
部
長
（
教
授
）

館
田
晶
子
▽
工
学
部
長
（
教
授
）
元
木
邦
俊

▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
石
嶋

芳
臣
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
鈴

木
光
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
教
授
）
郡

司
淳
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
長
（
教
授
）
山

田
俊
郎
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
教
授
）

丸
山
治

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
教
授
・
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
修
）
教
授
大
貝
健
二
▽
経
済
学
部
准
教
授

藤
田
知
也
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研

究
科
（
修
）
教
授
鹿
谷
雄
一
▽
人
文
学
部

教
授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
）
教
授
仲

丸
英
起
▽
人
文
学
部
教
授
イ
ア
ン
マ
ン
ビ

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
准
教
授
土
橋
康
人
▽
経
営
学

部
講
師
中
川
裕
美
▽
法
学
部
准
教
授
佐
藤

ケ
イ
ト
▽
人
文
学
部
講
師
清
沢
紫
織
▽
工

学
部
准
教
授
友
池
史
明
▽
工
学
部
准
教
授

但
木
謙
一
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
大
西
有
二
▽
経
営
学
部
（
教
職

課
程
）
講
師
元
紺
谷
尊
広
▽
工
学
部
特
任

教
授
清
水
康
行

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
博
）
教
授
大
貝

健
二
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
村

上
愛
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
（
博
）
教
授
仲

丸
英
起
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

足
立
裕
介
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
・
博
）

教
授
鈴
木
洋
之
▽
大
学
院
工
学
研
究
科（
修
）

教
授
三
澤
温
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）

准
教
授
金
澤
健
▽
大
学
院
工
学
研
究
科（
修
）

准
教
授
清
水
信
宏

﹇
職
　
員
﹈

令
和
５
年
３
月
３１
日
付

▽
工
学
部
事
務
嘱
託
本
間
豊
▽
事
務
部
庶

務
課
特
定
労
務
職
員
髙
澤
美
奈
子
▽
学
生

部
学
生
課
主
任
大
山
郁
弥
▽
事
務
部
庶
務

課
特
定
事
務
員
山
田
早
希
子
▽
経
営
学
部

特
定
事
務
員
大
前
理
恵
▽
学
生
部
学
生
課

特
定
事
務
員
請
川
智
美令

和
４
年
７
月
２６
日
付

▽
事
務
部
庶
務
課
特
定
労
務
職
員
細
川
純

子

令
和
５
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
大
学
院
事
務
部
（
兼
）
学
長
秘
書
業
務
総

括
担
当
事
務
部
長
片
野
景
祐
（
教
務
セ
ン

タ
ー
事
務
長
）
▽
教
務
セ
ン
タ
ー
事
務
長

中
山
知
幸
（
入
試
部
入
試
課
係
長
）
▽
入
試

部
入
試
課
係
長
及
川
雅
文
（
入
試
部
入
試

課
主
任
）
▽
経
済
学
部
主
任
安
達
丈
（
経

済
学
部
書
記
）
▽
図
書
館
主
任
前
田
将
司

（
図
書
館
書
記
）

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
入
試
部
入
試
課
主
任
山
田
早
希
子
▽
事

務
部
庶
務
課
主
任
大
前
理
恵
▽
工
学
部
事

務
嘱
託
長
谷
川
克
洋
▽
事
務
部
庶
務
課
臨

時
事
務
員
東
野
友
美
▽
経
営
学
部
臨
時
事

務
員
布
川
幹
子
▽
学
生
部
学
生
課
臨
時
事

務
員
鈴
木
恵
理

令
和
５
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
人
文
学
部
大
学
院
文
学
研
究
科
事
務
長

河
口
忠
臣
（
学
生
部
学
生
課
長
）
▽
工
学
部

大
学
院
工
学
研
究
科
事
務
長
楠
智
裕
（
人

文
学
部
大
学
院
文
学
研
究
科
事
務
長
）
▽
学

生
部
学
生
課
課
長
油
矢
誠
（
工
学
部
大
学

院
工
学
研
究
科
事
務
長
）
▽
事
務
部
会
計
課

主
任
清
永
麻
衣
子
（
人
文
学
部
主
任
）
▽
図

書
館
主
任
常
塚
玲
花
（
事
務
部
会
計
課
主

任
）
▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
川

島
壽
（
北
海
学
園
事
務
局
経
理
部
経
理
課
係

長
）
▽
人
文
学
部
主
任
三
戸
義
明
（
北
海

商
科
大
学
主
任
）
▽
学
生
部
学
生
課
主
任

中
川
裕
之
（
北
海
学
園
事
務
局
総
務
部
人
事

課
主
任
）
▽
北
海
学
園
事
務
局
経
営
企
画
部

部
長
佐
々
木
啓
明
（
北
海
学
園
大
学
院
事
務

部
長
（
兼
）
学
長
秘
書
業
務
総
括
担
当
）
▽

北
海
学
園
事
務
局
総
務
部
総
務
課
係
長
和

田
幸
憲
（
事
務
部
庶
務
課
主
任
）
▽
北
海
学

園
事
務
局
経
理
部
経
理
課
係
長
三
浦
裕
幸

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▽
北
海
商

科
大
学
主
任
北
浦
淳
市
（
図
書
館
主
任
）

退　

職

採　

用

採　

用

異　

動

大
学
院
担
当
発
令

昇　

格

昇　

格

人人
事事
往往
来来

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら

２
０
２
３
年
３
月
ま
で
、
フ
ラ

ン
ス
の
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ

大
学
に
招
聘
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス

近
世
お
よ
び
近
代
史
の
研
究
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
大
学
は
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
や
マ
ル
セ
イ
ユ
な

ど
の
い
く
つ
か
の
都
市
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、

私
が
所
属
し
た
の
は
、
人
文
・

社
会
学
系
の
学
部
や
研
究
所
が

集
中
し
て
い
る
エ
ク
ス
＝
ア
ン

＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
お
か
れ
た
、

TELEM
M

e

（
地
中
海
お
よ
び

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時
間
・
空
間
・

言
語
）
研
究
所
で
し
た
。
同
研

究
所
は
、
他
の
複
数
の
研
究
所

と
共
に
、M

M
SH

（
人
間
科
学

地
中
海
館
）
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
大
学

は
、
学
生
数
八
万
人
お
よ
び
教

職
員
数
８
０
０
０
人
を
数
え
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
最
大
規
模
の

大
学
で
あ
る
そ
う
で
す
。
た
し

か
に
、
大
学
付
属
図
書
館
は
充

実
し
て
お
り
、
ま
た
私
が
所
属

し
た
研
究
所
も
、
お
も
に
歴
史

研
究
の
拠
点
と
し

て
、
大
変
多
く
の
教

員
お
よ
び
研
究
者
を

か
か
え
、
頻
繁
に
国

際
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
活
発

な
研
究
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
南
フ
ラ
ン
ス
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
研
究
を
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
南
フ

ラ
ン
ス
の
研
究
拠
点
で
あ
る

エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
大
学

は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
の
歴

史
を
理
解
す
る
う
え
で
も
、
ま

た
研
究
者
の
交
流
が
盛
ん
で

あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

大
変
刺
激
的
な
場
所
で
し
た
。

TELEM
M

e

研
究
所
の
副
所
長

で
あ
る
ア
ン
ヌ
・
モ
ン
ト
ナ
ッ

ク
教
授
に
、
直
接
の
学
術
指
導

を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
き
、
特

に
彼
女
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の

方
々
や
、
大
学
の
垣
根
を
越
え

た
か
た
ち
で
も
研
究
交
流
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

在
外
研
修
に
お
け
る
研
究
成
果

と
し
て
、
同
大
学
で
研
究
報
告

を
行
う
機
会
も
い
た
だ
き
、
大

変
有
益
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
研
究
交
流
を

と
お
し
て
、
専
門
の
研
究
領
域

に
お
け
る
最
新
の
研
究
成
果
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で

な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大

学
お
よ
び
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
お

か
れ
て
い
る
状
況
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
約
20
年

前
の
大
学
院
生
時
代
に
フ
ラ
ン

ス
へ
の
留
学
を
経
験
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
い
ま
だ
不

透
明
な
な
か
で
の
渡
航
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
一

年
で
し
た
が
、
無
事
に
滞
在
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

在
外
研
修
に
関
連
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
、
教
職
員
の
皆

様
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

フランス／エクス＝マルセイユ大学

（専門：フランス近世・近代史）

南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
歴
史
研
究

人文学部教授 仲
なか

松
まつ

優
ゆう

子
こ

エクス＝マルセイユ大学、人間科学地中海館

﹇
教
　
員
﹈

令
和
５
年
３
月
３１
日
付

▽
法
学
部
教
授
上
野
之
江
▽
人
文
学
部
教

授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
米
坂
ス
ザ

ン
ヌ
▽
人
文
学
部
教
授
・
大
学
院
文
学
研

究
科
教
授
寺
田
吉
孝
▽
工
学
部
教
授
・
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
岡
崎
敦
男
▽
工
学

部
教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
小
山

芳
一
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
務
研
究
科

教
授
大
西
有
二
▽
経
営
学
部
准
教
授
・
大

学
院
経
営
学
研
究
科
准
教
授
古
谷
嘉
一
郎

▽
法
学
部
講
師
加
藤
祐
介
▽
人
文
学
部
講

師
岡
田
一
祐
▽
工
学
部
准
教
授
速
水
孝
夫

令
和
５
年
３
月
３１
日
付

▽
学
長
安
酸
敏
眞

令
和
５
年
３
月
３１
日
付

▽
副
学
長
魚
住
純
▽
副
学
長
鈴
木
美
佐
子

▽
法
学
部
長
（
教
授
）
若
月
秀
和
▽
大
学
院

経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐
藤
淳
▽
大
学

院
文
学
研
究
科
長
（
教
授
）
上
野
誠
治
▽
大

学
院
工
学
研
究
科
長
（
教
授
）
髙
橋
考
太
▽

大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
教
授
）
大
西
有
二

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
学
長
森
下
宏
美

令
和
５
年
４
月
１
日
付

▽
副
学
長
須
田
一
弘
▽
副
学
長
佐
藤
淳
▽

退　

職

解　

任

退　

任

就　

任

任　

命

エクス＝アン＝プロヴァンス市庁舎
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北
海
学
園
大
学
出
版
会

学
術
書
３
冊
刊
行

　

北
海
学
園
大
学
出
版
会
か
ら

学
術
書
３
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

１
月
15
日
に
ヤ
ン
・
ツ
ィ
ー
コ
ー

著
、
大
西
有
二
（
法
科
大
学
院

教
授
）
訳
『
ド
イ
ツ
行
政
法
の

基
礎
』、
清
水
芳
行
（
開
発
研
究

所
客
員
研
究
員
）
著
『
医
師
偏
在

と
地
域
経
済
│
北
海
道
か
ら
み

た
過
疎
医
療
問
題
』
の
２
冊
が
、

３
月
31
日
に
テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ

ト
ル
（
人
文
学
部
教
授
）
著
『
超

越
へ
の
親
密
性
―
も
う
一
つ
の

日
本
文
学
の
読
み
方
―
』
が
刊

行
さ
れ
た
。

　

出
版
物
は
現
在
、
北
海
学
園

大
学
生
協
、
北
海
道
大
学
生
協

ク
ラ
ー
ク
店
、
紀
伊
國
屋
書
店

札
幌
本
店
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で

販
売
し
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
庶
務
課

学
術
・
国
際
交
流
係
ま
で
。

『ドイツ行政法の基礎』 『医師偏在と地域経済
北海道からみた過疎医療問題』

『超越への親密性
─もう一つの日本文学の読み方─』ヤン・ツィーコー 著

大西有二訳

ドイツ公法（憲法・行政法）の
教科書「Grundkurs Öff entliches 
Recht」のうち、行政法編を日
本国内で初めて全訳した、ドイ
ツ行政法の「入門書」。

清水芳行著
多くの過疎地域の医療が崩壊
の危機に瀕している「医師偏在
問題」を、人口の流動性や地域
産業の動態などを分析し、地域
経済学の視点で解き明かす。

テレングト アイトル 著
プラトン、アリストテレスから漱
石、鴎外、三島まで。マテリア
リズム（物質主義）に支配され
た昨今の文学研究に一石を投じ
るダイナミックな比較文学論。

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん

は
社
会
環
境
工
学
科
で
は
ど

の
様
な
研
究
に
取
組
ん
で

い
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
多
分
、
殆
ど
の
方
は
ご

存
じ
な
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
こ
の
度
は
、
研
究
内
容

に
関
す
る
こ
と
を
お
伝
え
で

き
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
社
会
環
境
工
学
科
の
研

究
内
容
が
ど
の
様
に
社
会
貢

献
に
繋
が
る
の
か
に
つ
い
て
、

同
学
科
の
山
田
教
授
と
所
准

教
授
と
共
に
私
が
取
り
組
ん

で
い
る
研
究
を
例
と

し
て
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

　

近
年
、
北
海
道
で

は
酪
農
家
の
戸
数
が

減
少
す
る
一
方
で
、

１
戸
当
た
り
で
飼
育

す
る
乳
牛
の
頭
数
が

増
加
し
、
多
く
の
糞

尿
が
１
地
域
に
集
約

す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
多
量
に
発
生
す

る
糞
尿
を
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
処
理
が
で

き
る
方
法
と
し
て
、

メ
タ
ン
発
酵
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｇ
Ｐ
）

が
創
エ
ネ
の
観
点
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
メ

タ
ン
発
酵
時
に
発
生
す
る
消

化
液
は
、
リ
ン
、
窒
素
、
カ

リ
ウ
ム
の
濃
度
が
高
く
肥
料

と
し
て
十
分
に
活
用
で
き
ま

す
。
我
が
国
は
、
肥

料
の
主
成
分
で
あ
る

リ
ン
、
窒
素
、
カ
リ

ウ
ム
を
含
む
肥
料

原
料
を
海
外
か
ら
の

輸
入
に
依
存
し
て
お

り
、
消
化
液
の
肥
料

と
し
て
の
利
用
価
値

は
十
分
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
消
化
液

は
90
％
以
上
が
水
分

で
あ
り
、
長
距
離
運

搬
に
は
コ
ス
ト
が
か

か
る
た
め
、
Ｂ
Ｇ
Ｐ

周
辺
の
耕
作
地
に
施

肥
さ
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
必
要

以
上
に
耕
作
地
に
還
元
し
た

場
合
、
土
壌
中
へ
の
リ
ン
、

窒
素
、
カ
リ
ウ
ム
の
蓄
積
に

よ
る
土
壌
汚
染
や
降
雨
や
融

雪
に
よ
り
地
下
水
や
河
川
表

流
水
へ
流
入
し
、
水
道
水
源

汚
染
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
酪
農
地
域
は

小
規
模
浄
水
場
が
多
く
、
浄

水
設
備
の
更
新
や
高
度
処
理

の
導
入
が
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
の
チ
ー
ム

は
、
消
化
液
の
耕
作
地
へ
の

散
布
に
よ
る
環
境
水
へ
の
影

響
実
態
の
把
握
と
、
消
化
液

の
固
液
分
離
に
よ
る
、
栄
養

塩
の
固
相
へ
の
固
定
化
に
よ

る
肥
料
と
し
て
の
有
効
利
用

価
値
の
創
出
と
、
溶
存
態
の

有
機
物
、
リ
ン
、
窒
素
、
カ

リ
ウ
ム
の
除
去
に
よ
る
処
理

水
の
環
境
中
へ
の
還
元
を
可

能
と
す
る
処
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
基
礎
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

工学部准教授

安
あん

藤
どう

直
なお

哉
や

　

私
は
、「
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
に
基
づ
く
施
策
展
開
の
現
状

と
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
調

査
を
行
っ
た
。
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
と
は
、
２
０
０
０
年
以

降
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
制

定
が
広
が
っ
て
い
る
理
念
条
例
で

あ
る
。
同
条
例
が
制
定
さ
れ
る
契

機
は
、
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で

１
９
９
９
年
に
中
小
企
業
基
本
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
旧

基
本
法
で
は
地
方
公
共
団
体
の
役

割
は
国
が
展
開
す
る
施
策
を
実
施

す
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
が
、
99

年
基
本
法
で
は
、
地
方
自
治
体
の

地
域
の
自
然
的
経
済
的
社
会
的
な

地
域
の
特
徴
を
鑑
み
て
、
施
策
を

策
定
し
実
施
す
る
責
務
が
あ
る
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

地
方
自
治
体
が
独
自
の
施
策
を
展

開
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
、
そ
の

手
法
と
し
て
条
例
を
制
定
す
る
動

き
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
条
例
を
制
定
し
た
も

の
の
、
具
体
的
施
策
の
展
開
に
つ

な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

で
あ
る
。
施
策
展
開
の
目
的
は
、

①
地
域
・
中
小
企
業
の
課
題
・
問

題
点
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
、
②
地

域
・
中
小
企
業
の
可
能
性
を
発
展

的
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
自
治
体
レ
ベ

ル
に
お
い
て
、
地
域
経
済
の
実
態

を
把
握
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
本
研

究
で
は
中
小
企
業
団
体
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
り
な
が

ら
も
積
極
的
に
中
小
企
業
支
援
施

策
を
展
開
し
て
い
る
、
京
都
府
与

謝
野
町
、
香
川
県
丸
亀
市
、
宮
城

県
白
石
市
、
大
崎
市
な
ど
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
に
条
例
を
制
定
し

た
京
都
府
与
謝
野
町
で
は
、「
連

絡
調
整
会
議
」
と
し
て
役
場
内
で

中
小
企
業
支
援
施
策
に
関
す
る
情

報
共
有
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
産
業
振
興
会
議
の
各
期
ご

と
に
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
化
し

て
い
る
。
２
０
２
１
年
度
に
は
地

域
経
済
循
環
を
可
視
化
す
る
実
態

調
査
を
展
開
し
て
お
り
、
調
査
結

果
を
具
体
的
施
策
に
落
と
し
込
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
２
０
１
１

年
に
条
例
を
制
定
し
た
香
川
県

丸
亀
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
は
、「
足
腰
の
強
い
中
小
企

業
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
地
域
金

融
機
関
と
の
連
携

を
通
じ
て
、
金
融

機
関
Ｏ
Ｂ
が
毎
年

約
２
０
０
社
の
企
業
訪
問
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
業
訪
問

を
通
じ
て
「
小
回
り
の
利
く
支
援

策
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、「
丸
亀
市
産
業
振
興
支
援
補

助
金
」
を
独
自
施
策
と
し
て
展
開

し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
に
条
例

を
制
定
し
た
宮
城
県
の
白
石
市
で

は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
も
、
地
域
内
の
第
一
次
産
業
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
、
新
た
な
地

域
食
文
化
を
創
り
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
み
の

り
を
創
設
し
、
地
域
の
６
次
産
業

化
を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
に
条
例
を
制
定
し
た
同
大
崎
市

で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
施
策
展
開

は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
お
お

さ
き
産
業
推
進
機
構
」
の
設
立
が

決
ま
り
、
地
域
産
業
の
中
長
期
的

な
一
体
型
支
援
を
こ
れ
か
ら
展
開

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

各
自
治
体
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

と
同
時
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応
対

し
て
頂
い
た
方
々
か
ら
は
、
共

通
し
て
全
国
の
自
治
体
が
い
か

な
る
支
援
策
を
展
開
し
て
い
る

の
か
、
ど
こ
に
問
題
を
感
じ
て
い

る
か
な
ど
、
経
験
交
流
が
欲
し
い

と
い
っ
た
要
望
も
聞
か
れ
た
。
こ

れ
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
成
果
や
要
望

を
基
に
、『
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
を
活
か
す
（
仮
）』
と
し
て

２
０
２
３
年
度
中
に
出
版
予
定
で

あ
る
。
中
身
の
あ
る
骨
太
な
研
究

成
果
と
し
て
公
表
し
て
い
き
た
い

と
考
え
、
現
在
奮
闘
し
て
い
る
。

１
９
８
０
年
広
島
県
広
島
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
動
態
分

析
専
攻
、
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。
博
士
（
経
済
学
）（
京
都
大
学
）。
地
域
経

済
の
活
性
化
と
は
何
か
を
現
場
目
線
か
ら
考
え
て
い
る
。
主
な
業
績
に
は
、
関
智
宏
編

著
（
２
０
２
２
）『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
中
小
企
業
』
同
友
館
（
共
著
）、

立
見
淳
哉
・
長
尾
謙
吉
・
三
浦
純
一
編
（
２
０
２
１
）『
社
会
連
帯
経
済
と
都
市
―
フ

ラ
ン
ス
・
リ
ー
ル
の
挑
戦
―
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
（
共
著
）
な
ど
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
自
治
体
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

北海学園学術研究助成事業報告㉕

中小企業振興基本条例に基づく
施策展開の現状と課題

経済学部教授  大
おお

貝
がい

健
けん

二
じ

研究
課題

　

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
が
あ
る
一
方

で
、
日
本
国
内
に
絞
れ
ば
、
お

よ
そ
価
格
は
円
の
み
で
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
普

段
の
お
買
い
物
で
、
１
０
０
円

な
ら
安
い
、
５
０
０
０
円
な
ら

高
い
と
い
う
よ
う
に
価
格
を
絶

対
的
に
評
価
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？

　

お
そ
ら
く
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
２
０
０
０

円
の
お
弁
当
が
並

ん
で
い
る
な
か
に
１
０
０
０
円

の
お
弁
当
が
あ
れ
ば
安
い
と
感

じ
る
一
方
で
、
５
０
０
円
の
お

弁
当
の
な
か
で
１
０
０
０
円
の

お
弁
当
が
あ
っ
た
ら
高
い

と
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ

商
品
、
価
格
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
価
格
に
対
す
る

感
じ
方
は
絶
対
的
で
は
な

く
、
相
対
的
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
を
説

明
す
る
上
で
、
参
照
価
格

と
い
う
考
え
方
が
使
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
は
、
人
は

価
格
の
基
準
を
つ
か
っ
て

価
格
を
評
価
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
２
０
０
０
円
の
お
弁

当
が
並
ん
で
い
る
と
、
価

格
の
基
準
は
２
０
０
０
円
に
な

り
、
そ
れ
よ
り
低
い
１
０
０
０
円

の
お
弁
当
は
安
い
と
感
じ
、
逆

に
５
０
０
円
の
お
弁
当
が
並
ん

で
い
れ
ば
基
準
が
５
０
０
円
に

な
り
、
１
０
０
０
円
の
お
弁
当

は
高
く
感
じ
る
と
説
明
し
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
参
照

価
格
と
い
う
価
格
の
基
準

は
変
化
し
う
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
、
タ
イ
ム
セ
ー

ル
前
の
総
菜
を
高
く
感
じ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
参
照
価
格

が
値
引
き
後
の
価
格
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
値
引

き
に
は
困
っ
た
面
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
参
照

価
格
を
あ
ま
り
下
げ
ず
に

値
引
き
す
る
方
法
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
度
、

私
と
早
稲
田
大
学
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
価
格
の
変

動
の
さ
せ
方
に
よ
っ
て
参
照
価

格
を
安
定
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
、

Ｖ
Ｒ
環
境
で
参
照
価
格
を
測
定

す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
（
新

保
他
、
２
０
２
３
、
第
18
回
日

本
感
性
工
学
会
春
季
大
会
）。
ま

だ
こ
の
研
究
は
発
展
途
上
で
す

が
、
い
ず
れ
参
照
価
格
を
あ
ま

り
下
げ
な
い
値
引
き
の
仕
方
な

ど
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

その100円は本当に安い？

経
営
学
部
講
師村む

ら

上か
み

始
は
じ
め

トピックストピックス
7171

参照価格の測定実験の風景例 VR環境で実験参加者が見た画面例

　
「
第
30
回
人
文
学
の
挑
戦
」
が

４
月
16
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札

幌
本
店
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
昨
年
４
月
に
刊
行
さ

れ
た
『
サ
イ
ボ
ー
グ
―

人
工
物
を
理
解
す
る
た

め
の
鍵
』
の
著
者
、
人

文
学
部
・
柴
田
崇
教
授
。

　

柴
田
教
授
は
自
著
の

内
容
を
も
と
に
、
サ
イ

ボ
ー
グ
論
の
歴
史
か
ら

解
説
。「
宇
宙
で
人
間

が
地
球
上
と
同
様
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

機
械
を
取
り
付
け
身
体

を
拡
張
す
る
発
想
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
」。
人

工
物
に
人
間
の
機
能
を

代
替
さ
せ
る
考
え
は
、

サ
イ
ボ
ー
グ
に
限
ら
ず

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
あ
ら
ゆ
る

科
学
技
術
に
も
見
ら
れ
る
。
映

画
な
ど
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
Ｓ
Ｆ

第
30
回
人
文
学
の
挑
戦

人文学部　柴田崇教授

の
サ
イ
ボ
ー
グ
と
は
違
い
、
特

殊
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
な
い

と
い
う
。

　

ま
た
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
関

連
し
て
対
話
型
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
に
も

言
及
。
機
械
が
人
間
の
仕
事
を

代
行
す
る
こ
と
の
有
用
性
と
問

題
点
を
指
摘
し
た
。「
サ
イ
ボ
ー

グ
の
本
当
の
問
題
は
、
人
間
が

人
工
物
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
物
の
未

知
の
効
果
を
議
論
せ
ず
、
拡
張

的
側
面
の
み
を
強
調
す
る
こ
と

で
す
。
よ
く
議
論
し
考
え
る
こ

と
を
本
来
は
す
る
べ
き
で
す
」。

サイボーグは人体拡張のテクノロジー？

北海道河川財団
寄付講座
工学部に開設

清
し
水
みず
康
やす
行
ゆき
特任教授
着任

　

令
和
５
年
４
月
１
日
付
で
、
北

海
道
河
川
財
団
に
よ
る
寄
付
講

座
「
北
海
道
河
川
財
団
寄
付
講
座　

環
境
防
災
水
工
学
研
究
室
」
が
設

置
さ
れ
、
北
海
道
大
学
で
教
授
を

務
め
て
い
た
清
水
康
行
先
生
が
特

任
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。

　

清
水
特
任
教
授
は
河
川
工
学
を

専
門
と
し
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
河
川
の
流
路

変
動
な
ど
、
様
々
な
流
砂
現
象
を

研
究
し
て
い
る
。

　

清
水
特
任
教
授
の
着
任
に
よ

り
、
社
会
環
境
工
学
科
で
は
河
川

防
災
に
関
す
る
教
育
研
究
、
お
よ

び
情
報
発
信
の
一
層
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。

牛の糞尿の有効活用と水道水源保護
両立に向けた基礎研究
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経
営
学
部
佐
藤
ゼ
ミ
で
は
、
北

海
道
ろ
う
き
ん
（
北
海
道
労
働

金
庫
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
同

金
庫
の
魅
力
を
分
析
し
発
信
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
２
０
２
２
年
度
は
同

金
庫
の
内
部
向
け
・
外
部
向
け

に
、
経
営
学
の
観
点
か
ら
魅
力

を
分
析
し
、
成
果
を
ま
と
め
た

広
報
物
を
制
作
し
た
。

　

学
生
は
、
現
役
の
職
員
や
管

理
職
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
同
金
庫
で
働
く
こ
と
の
意
味
と

価
値
を
分
析
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
ま
と
め
、
職
員
に
配
布
し
た
。

ま
た
、
一
般
の
顧
客
向
け
に
、
ろ

う
き
ん
を
使
う
こ
と
の
魅
力
を

訴
求
す
る
チ
ラ
シ
を
制
作
し
た
。

　

制
作
し
た
広
報
物
は
、
ろ
う

き
ん
の
営
業
活
動
で
使
用
さ
れ

る
予
定
。
佐
藤
ゼ
ミ
で
は
学
術

と
実
践
の
架
橋
を
目
指
し
、
今

後
も
企
業
な
ど
学
外
と
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
。

経
営
学
部
佐
藤
大
輔
ゼ
ミ

北
海
道
ろ
う
き
ん
と
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告

ゼミ内会議の様子

理事長インタビューの様子

明
治
期
の
東
京
市
会
を
揺
る
が
し
た

大
騒
動
を「
史
料
」か
ら
掘
り
起
こ
す

　

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員

の
研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と

と
も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を

訪
ね
て
」。
第
十
一
回
は
、
日
本

政
治
史
な
ど
の
講
義
を
担
当
す

る
法
学
部
の
池
田
真
歩
准
教
授

の
登
場
で
す
。

ーー
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

池
田　

実
は
生
ま
れ
だ
け
北
海

道
と
い
う
〝
な
ん
ち
ゃ
っ
て
道

産
子
〞
で
し
て
、
父
の
仕
事
の

関
係
で
二
歳
ま
で
道
東
の
鶴
居

村
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
は

千
葉
県
内
を
転
々
と
し
て
、
一

番
長
く
住
ん
だ
の
は
佐
倉
市
で

す
。

ー
ー
佐
倉
と
い
え
ば
江
戸
時
代
の

街
並
み
が
残
る
城
下
町
と
し
て

有
名
で
す
が
、
後
に
歴
史
を
学

ば
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た

ん
で
し
ょ
う
か
？

池
田　

そ
う
で
す
ね
。
近
く
に

城
址
公
園
が
あ
っ
て
、
歴
史
を

身
近
に
感
じ
る
機
会
は
多
か
っ

た
で
す
。
あ
と
は
歴
史
好
き
だ
っ

た
祖
父
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
子

ど
も
向
け
の
偉
人
伝
や
『
漫
画
・

日
本
の
歴
史
』
な
ど
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
、
気
が
つ
け
ば
私

も
歴
史
好
き
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

ー
ー
そ
の
後
、
東
京
大
学
に
進
学

さ
れ
た
と
き
に
は
「
歴
史
の
研

究
者
に
な
る
」
と
決
め
て
い
た

の
で
す
か
？

池
田　

漠
然
と
し
た
あ
こ
が
れ

は
あ
り
ま
し
た
が
、
決
め
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
二
年

生
の
と
き
、
一
年
間
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の

と
き
タ
イ
人
の
友
人
に
「
日
本

は
第
二
次
世
界
大
戦
で
東
南
ア

ジ
ア
を
侵
略
し
た
け
ど
、
私
た

ち
は
歴
史
問
題
と
か
気
に
し
て

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す

け
ど
、
私
は
逆
に
「
じ
ゃ
あ
私

は
な
ぜ
、
自
分
が
生
ま
れ
る
は

る
か
前
の
自
国
の
歴
史
に
興
味

と
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
。
そ
こ
を

掘
り
下
げ
た
く
て
、
帰
国
し
て

か
ら
日
本
史
学
を
学
ぶ
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

ー
ー
な
る
ほ
ど
。
現
在
の
先
生
の

ご
研
究
の
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

池
田　

明
治
時
代
の
東
京
の
政

治
を
行
政
文
書
や
議
事
録
な
ど

様
々
な
史
料
を
掘
り
返
し
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
江
戸

か
ら
東
京
へ
と
都
市
が
大
き
く

そ
の
姿
を
変
え
て
い
く
激
動
の

転
換
期
に
あ
っ
て
、
東
京
に
お

け
る
議
会
政
治
が
ど
う
始
ま
っ

て
い
っ
た
の
か
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
時
代
の
東
京
の
議
会
が

私
に
と
っ
て
面
白
い
の
は
、
そ

の
内
外
で
生
じ
た
様
々
な
衝
突

や
葛
藤
に
、
近
世
・
近
代
移
行

期
の
時
代
性
が
凝
集
さ
れ
て
い

る
か
ら
な
ん
で
す
。

　

そ
の
象
徴
的
な
一
場
面
が
明

治
三
十
二
年
の
東
京
市
会
に
お

け
る
「
東
京
市
街
鉄
道
」
を
め

ぐ
る
騒
動
で
あ
り
、
そ
の
中
心

に
い
た
の
が
憲
政
党
領
袖
の
星

亨
で
す
。
そ
の
政
治
的
剛
腕
で

市
会
を
強
力
に
統
制
し
、「
帝
都

改
造
」
を
通
じ
て
東
京
の
商
工

業
者
を
自
党
に
引
き
込
も
う
と

す
る
星
に
対
し
て
、
市
会
内
外

で
猛
反
発
が
強
ま
り
、
つ
い
に

は
星
が
暗
殺
さ
れ
る
事
態
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ーー
生
々
し
い
で
す
ね
。

池
田　

そ
う
な
ん
で
す
。
私
も

最
初
に
関
連
史
料
を

読
ん
だ
と
き
に
「
な
ん

で
議
員
た
ち
は
こ
ん
な

に
怒
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
？
」
と
思
っ
て
、
卒

業
論
文
で
こ
の
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
ん
で
す
。
た

だ
卒
論
を
書
き
上
げ
て

み
る
と
、
な
ん
か
納
得

で
き
な
く
て
。
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
し
、
新
し
く
分
か

ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
出
て
き
た
。
修
士
論
文
を
書
い

て
も
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

の
何
分
の
一
も
や
れ
て
な
い
な
、

と
感
じ
ま
し
た
。
正
直
に
い
え

ば
研
究
者
と
し
て
や
っ
て
い
く

覚
悟
は
当
初
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
う
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
と
格

闘
し
て
い
る
う
ち
に
、
進
路
的

に
も
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
（
笑
）。

　
「
東
京
市
街
鉄
道
」
騒
動
も
そ

う
で
す
が
、
一
見
す
る
と
単
な

る
混
乱
と
か
、
政
治
家
の
力
量

不
足
が
招
い
た
こ
と
の
よ
う
に

見
え
て
も
、
そ
の
事
態
の
詳
細

の
な
か
に
あ
る
時
代
の
政
治
の

あ
り
方
の
特
徴
が
見
出
せ
る
。
歴

史
研
究
者
と
し
て
、
そ
の
誤
算

と
か
葛
藤
に
満
ち
た
プ
ロ
セ
ス

の
性
格
を
捕
ま
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ー
ー
そ
れ
に
よ
っ
て
、
例
え
ば

今
の
小
池
百
合
子
都
知
事
の
都

政
の
問
題
を
理
解
す
る
う
え
で
、

何
か
応
用
で
き
る
部
分
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

池
田　

そ
れ
は
怖
い
質
問
で
す

ね
（
笑
）。
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、

あ
る
事
柄
の
歴
史
的
な
由
来
を

当
時
の
史
料
を
通
じ
て
知
る
こ

と
は
、
現
状
を
ク
ー
ル
に
捉
え
る

助
け
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
東
京
の
政
治
の
「
不

振
」
を
嘆
き
、
首
長
や
議
員
の

「
劣
化
」
を
怒
る
言
説
自
体
は
、

実
は
百
年
以
上
前
か
ら
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
過
去

の
市
政
批
判
と
現
在
の
都
政
批

判
が
ど
う
同
じ
で
ど
う
違
う
か

を
考
え
る
こ
と
は
、
絶
望
や
熱

狂
に
の
み
こ
ま
れ
な
い
で
、
現

在
の
政
治
を
ど
う
動
か
そ
う
か

と
策
を
練
る
の
に
役
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
東
京
の
よ
う
に
巨

大
で
多
様
で
利
害
関
係
も
錯
綜

す
る
空
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
。
至

る
と
こ
ろ
で
人
々
の
不
満
が
噴

き
出
す
わ
け
で
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
政
治
を
刷
新
せ
よ
と
い
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
力
を
も
ち
、
運

動
を
勢
い
づ
け
ま
す
。
不
振
批

判
と
刷
新
運
動
が
繰
り
返
さ
れ

た
東
京
の
歴
史
は
停
滞
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
こ

の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
こ
そ
政

治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
信
源
で

あ
り
続
け
て
き
た
と
も
い
え
ま

す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

池
田　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
「
し

つ
こ
い
人
」
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク

す
る
こ
と
で
も
、
逆
に
モ
ヤ
モ

ヤ
す
る
こ
と
で
も
い
い
。
な
ぜ

自
分
が
そ
う
感
じ
る
の
か
、
そ

の
正
体
を
し
つ
こ
く
見
極
め
て

ほ
し
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
さ

か
ん
な
最
近
は
あ
ま
り
大
き
な

声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
（
笑
）、

私
自
身
、
学
生
時
代
に
「
将
来

は
こ
う
な
り
た
い
」
と
い
う
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
大
学

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
ゴ
ー
ル
が

は
っ
き
り
見
え
な
い
こ
と
に
関

し
て
も
、
あ
れ
こ
れ
と
調
べ
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
場
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
を
活
用

し
て
、
自
分
の
し
つ
こ
さ
を
「
培

養
」
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

池田先生の
プチ解説

　19 世紀末の東京では、市内の交通手段が一新されよう
としていた。目抜き通りに電車を走らせることが、技術的・
経営的に可能となったからである。利益が見込める電車事
業をめぐって、出願競争は激化の一途をたどった。大物政
党政治家であり、衆議院議員と東京市会議員を兼任した星
亨は、この競争を落着させることで東京に自党の勢力を広
げようとした。内務省、市長、市会、出願者らを次々と説
得または圧伏した星は、自派も加わる「東京市街鉄道」を
設立させ、敷設権をもぎとろうと試みる。この試みこそ最
終的に成功するものの、星の誤算は、市内の各区を拠点と
する住民たちの反発と動員力を軽く見ていたことだった。
彼らは市街鉄道の市有を求め、反星運動を繰り広げる。市
会議員が議場で怒鳴りあい、市内各所で政治集会が連日開
催されたこの騒動以降、東京は国政・市政を通じて政界刷
新熱がうずまく空間となっていくのである。

星亨と東京市街鉄道の騒動

研究室を
訪ねて Vol.
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法学部政治学科

池
い け

田
だ

真
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歩
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准教授

【日本政治史】

東京大学大学院人文社会系研究科日本文
化研究専攻博士後期課程修了。博士（文学）
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大学 3年生。日本史学研究室の「巡見」（史跡などの見
学を兼ねた旅行）で（一番手前が池田先生）。

誤
算
と
葛
藤
に

満
ち
た
プ
ロ
セ
ス

　

本
書
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
公
衆

の
要
望
に
対
す
る
応
答
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（media 

accountability

）」
の
理
論
と

制
度
を
考
察
す
る
と
共
に
、
最
も

有
用
な
メ
デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
制
度
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
る
、
プ
レ
ス
自
主
規
制
機
関
の

代
表
格
で
あ
る
プ
レ
ス
評
議
会

（press council

）
制
度
に
つ
い

て
多
面
的
な
国
際
比
較
を
行
い
、

そ
こ
か
ら
得
た
知
見
に
基
づ
き
、

日
本
版
プ
レ
ス
評
議
会
の
創
設
に

向
け
た
探
究
及
び
提
言
を
行
っ
た

も
の
で
、
令
和
４
年
度
日
本
学
術

振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
「
研

究
成
果
公
開
促
進
費
（
学
術
図

書
）」
の
交
付
を
受
け
て
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
書
の
成
果
は
、
大
き
く
３
つ

あ
り
ま
す
。
第
１
に
、マ
ク
ウ
ェ
ー

ル
や
ベ
ル
ト
ラ
ン
の
研
究
に
代
表

さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
理
論
を
分
析
し
た
上

で
、
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
行
為
等
に

関
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
制
度
と
し
て
、
自
主
規

制
ま
た
は
メ
デ
ィ
ア
主
導
の
共
同

規
制
に
基
づ
く
仕
組
み
の
優
位

性
を
示
し
た
こ
と
で
す
。
第
２

に
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

豪
州
の
７
か
国
の
プ
レ
ス
評
議
会

に
つ
い
て
、
各
々
の
沿
革
、
組
織
、

財
政
、
基
準
、
職
務
等
の
比
較
検

討
を
通
じ
て
、
プ
レ
ス
評
議
会
の

体
制
（
主
に
自
発
的
独
立
自
主
規

制
機
関
）
や
目
的
・
機
能
（
プ
レ

ス
の
自
由
の
擁
護
、
及
び
倫
理
基

準
の
管
理
と
プ
レ
ス
の
編
集
内
容

に
関
す
る
苦
情
処
理
）
等
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
で
す
。
第
３

に
、
日
本
に
お
け
る
現
行
の
プ
レ

ス
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

の
欠
陥
に
鑑
み
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
及
び
上

記
７
か
国
を
含
む
プ
レ
ス
評
議
会

制
度
の
国
際
動
向
を
踏
ま
え
、
プ

レ
ス
の
自
主
・
自
律
の
確
立
、
プ

レ
ス
倫
理
の
維
持
向
上
、
プ
レ
ス

の
公
的
責
任
の
履
行
を
基
本
理
念

と
す
る
、
自
発
的
独
立
自
主
規
制

機
関
と
し
て
日
本
プ
レ
ス
評
議
会

（Japanese Press Council

）

の
創
設
試
案
を
体
系
的

に
提
示
し
た
こ
と
で
す
。

　

本
書
が
、
日
本
に
お

け
る
プ
レ
ス
評
議
会
の
創
設
を
含

め
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
の
深
化
・
具
現
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

日
本
版
プ
レ
ス
評
議
会
の
創
設
に
向
け
て

を

韓  永學
法学部教授

はん      よん  はく
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2022 年学園オリジナルワイン。
左から順に、スパークリングロゼ
ワイン、赤ワイン、白ワイン。

　

今
年
も
学
園
オ
リ
ジ

ナ
ル
ワ
イ
ン
が
完
成

し
、
３
月
14
日
に
学
内

予
約
の
受
け
渡
し
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
学
園
オ

リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
は
、

工
学
部
生
命
工
学
科
と

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

（
札
幌
市
南
区
）
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

毎
年
作
ら
れ
て
お
り
、
ワ

イ
ン
醸
造
は
今
年
で
５
年

目
と
な
る
。
２
０
２
２
年

度
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ

ン
は
、
昨
年
秋
に
醸
造
を

開
始
し
、
昨
年
12
月
の
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
に

続
き
、
今
年
春
に
赤
ワ
イ

ン
と
白
ワ
イ
ン
が
完
成
し
、

３
種
類
が
揃
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
イ
ン
に
は
、

生
命
工
学
科
の
学
生
ら
に

よ
っ
て
２
０
１
９
年
に
八

剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑

か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
の
た
め
に
単

離
・
選
抜
さ
れ
た
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ

|
１
４
０
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
赤
ワ
イ

ン
に
は
、
新
た
に
選
抜
し

た
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ
|
１
５
４

が
初
め
て
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
酵
母
は
、
よ
り
複
雑

な
味
わ
い
の
赤
ワ
イ
ン
醸

造
を
目
指
し
て
何
代
も
の

卒
研
生
が
研
究
に
取
り
組

み
、
つ
い
に
２
０
２
２
年

度
に
選
抜
に
成
功
し
た
も

の
だ
。
研
究
に
携
わ
っ
た

学
生
・
卒
業
生
ら
か
ら
は
、

自
分
た
ち
の
研
究
成
果
が

製
品
化
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

学園オリジナルワイン３種が完成
赤ワインには新しい酵母も使用
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新 副学長・学部長に聞く!  今年度新しく就任した副学長・佐藤淳教授と須田一弘教授、法学部長・館田晶子教授に、
今後の取り組みや抱負などを伺った。

教授

法学部長

館田 晶子
たて だ あき こ

│
副
学
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

私
は
本
学
に
赴
任
し
て
今
年
で
ち
ょ

う
ど
30
年
め
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
、
森
下
学
長
と
須
田
副
学
長
と
は

ほ
ぼ
同
じ
長
さ
の
時
間
を
共
に
過
ご

し
、
と
き
に
激
し
い
議
論
も
重
ね
な

が
ら
、
今
日
の
北
海
学
園
大
学
を
形

づ
く
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
び
副
学
長
職
を
お
引

き
受
け
す
る
に
あ
た
り
、
本
学
の

い
っ
そ
う
の
進
化
発
展
と
、
北
海
道

内
外
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
よ
り
確

固
た
る
も
の
と
す
べ
く
、
職
務
に
邁

進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
本
学
の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

北
海
学
園
は
そ
の
創
基
よ
り

１
３
８
年
に
及
ぶ
歴
史
を
も
つ
北
海

道
を
代
表
す
る
私
学
で
す
。
現
在
で

も
在
籍
者
数
は
道
内
最
大
で
あ
り
、

卒
業
生
数
か
ら
見
て
も
圧
倒
的
な
優

位
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

近
年
は
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
残
り
を

か
け
て
鎬
を
削
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
公
立
大
学

化
や
大
学
同
士
の
合
併
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
、
学

部
・
学
科
の
新
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
改

革
を
行
っ
て
志
願
者
を

確
保
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
現
在
の

位
置
づ
け
に
胡
坐
を
か

く
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
「
選
ば
れ

る
大
学
」
と
し
て
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
目
指

す
べ
き
教
育
の
姿
と
は
？

こ
の
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
対
応
を

通
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に

持
た
な
か
っ
た
数
多
く
の
遠
隔
教

育
の
手
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
オ
ン
ラ
イ

ン
・
ツ
ー
ル
へ
の
習
熟
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
非
対
面
場
面
で
の
双

方
向
性
の
確
保
や
学
習
へ
の
動
機

づ
け
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
あ
り

方
、
新
た
な
評
価
方
法
の
開
発
な

ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
従
来
型
の

対
面
授
業
よ
り
も
教
育
効
果
が
高

い
手
法
も
続
々
と
編
み
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
私
た
ち
は
引
き

続
き
そ
れ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
、

高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
能
力
を
有
す
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
世
代
を
お
迎
え
し

た
い
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

│
推
進
し
て
い
き
た
い
事
業
や
改
革
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
内
部
質
保
証
、
す
な
わ
ち
学
内

の
教
学
体
制
の
点
検
、
評
価
お
よ
び
改

善
を
担
当
し
ま
す
。
教
育
機
関
に
と
っ

て
、
自
ら
教
育
目
標
を
設
定
し
、
評
価

基
準
を
整
え
、
教
育
の
内
容
と
方
法
を

不
断
に
調
整
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
は

当
然
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。
近
年

で
は
こ
の
自
発
的
な
営
為
に
加
え
て
、

外
発
的
な
基
準
も
導
入
さ
れ
経
常
費
補

助
金
の
増
減
に
影
響
が
及
ぶ
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ど
の
よ
う

な
基
準
が
示
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
本
学

の
教
育
の
改
善
に
資
す
る
こ
と
な
ら
ば
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

開
拓
者
精
神
を
掲
げ
る
本
学
の
多
く

の
先
生
方
が
す
で
に
推
奨
済
み
の
作
家

で
す
が
、
学
部
生
の
皆
さ
ん
に
は
高
野

秀
行
氏
の
著
作
に
触
れ
る
こ
と
を
私
も

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
ず
『
幻
獣
ム
ベ
ン

ベ
を
追
え
』（
集
英
社
文
庫
）、『
ア
ヘ
ン

王
国
潜
入
記
』（
集
英
社
文
庫
）、『
西
南

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
密
林
に
消
え
る
』（
講

談
社
文
庫
）
の
基
本
３
作
品
を
押
さ
え

た
の
ち
、
地
理
的
辺
境
に
と
ど
ま
ら
な

い
多
様
な
高
野
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
高
野
氏

の
文
章
の
自
然
さ
や
滑
ら
か
さ
は
秀
逸

で
、
読
む
だ
け
で
も
日
本
語
表
現
の
勉

強
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「選ばれる大学」であり続けるために
教授

副学長

佐藤 淳
さ とう じゅん

教授

副学長

須田 一弘
す だ かず ひろ

│
副
学
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

副
学
長
と
し
て
佐
藤
淳
副
学
長
と
共

に
学
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
長
が

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
立
案
す
る
時
に
ご

相
談
に
の
っ
た
り
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ

る
時
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
を
考
え
る
、
そ
う
い
う
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
内
容

で
す
か
？

　

私
は
総
務
担
当
で
す
。
研
究
に
関
す

る
事
案
や
、
北
海
学
園
大
学
出
版
会
、

科
研
費
や
競
争
的
研
究
資

金
に
つ
い
て
も
担
当
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
２
、３

年
ほ
ど
前
か
ら
経
済
産
業

省
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

「
安
全
保
障
輸
出
管
理
」

の
徹
底
に
関
す
る
こ
と
も

担
当
し
て
い
き
ま
す
。

│
本
学
の
現
状
と
課
題
、

こ
れ
か
ら
推
進
し
て
い
き

た
い
事
業
や
改
革
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

前
学
長
の
時
に
も
い
ろ
い
ろ
な
改
革

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
り
残
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

推
し
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
体
育
館
の
建
て
替
え
は
、

学
長
室
と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
れ
か
ら
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
」
の

導
入
で
す
。
こ
れ
は
７
年
に
一
度
、
研

究
に
取
り
組
む
た
め
に
１
年
間
の
長
期

休
暇
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

教
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
大

学
（
職
場
）
で
あ
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
の
で
、
教
員
だ
け
で
な
く
職
員

に
も
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
を
適
用
し
て

研
修
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
な
い
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
化
で
受
験
者
数
、
入

学
者
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
学

生
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
大
学
を
ど
う

つ
く
っ
て
い
く
か
、
具
体
的
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

│
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
目
指
す
べ

き
姿
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
教
育
も
ず
い
ぶ
ん

変
わ
り
ま
し
た
。
今
の
４
年
生
は
、
対

面
で
の
授
業
が
で
き
な
か
っ
た
世
代
で

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
使
い
勝
手

が
い
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
今
後

は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
得
意
と
す
る
若
い
先
生

方
や
、
他
大
学
の
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
教
育
や
授
業
の
在
り

方
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
最
近
の
学
生
た
ち
の
印
象
は
？

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
は
、

教
員
や
友
だ
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
大
変
な
時
期
で
も
あ

り
、
も
の
す
ご
く
大
人
し
く
な
っ
た
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
落

ち
着
い
て
き
た
の
で
、
も
う
少
し
元
気

に
な
っ
て
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
な
と

思
い
ま
す
ね
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

た
だ
ひ
た
す
ら
休
ん
で
い
ま
す
（
笑
）。

こ
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
で
き
ず
、
本
を
読
む
期
間
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
は
、
バ
ー

ベ
ル
ク
ラ
ブ
の
学
生
と
よ
く
一
緒
に
練

習
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
筋
力
は
落
ち

る
一
方
で
す
。
も
う
少
し
し
た
ら
、
ま

た
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

須
田
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

自
著
『
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
森
か
ら
│

平
等
社
会
の
生
存
戦
略
』（
京
都
大
学
学

術
出
版
会
）

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
導
入
な
ど

教
職
員
の
働
き
が
い
を
重
視

　

主
に
「
欧
米
社
会

経
済
論
」
を
担
当
い

た
し
ま
す
。
英
米
の

財
政
金
融
政
策
を
制

度
や
歴
史
的
に
分
析
し
、
国
際
政
治
経

済
学
の
枠
組
み
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
を

主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
政
策
に

つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
や

北
海
道
の
課
題
を
能
動
的
に
発
見
し
、

あ
る
べ
き
姿
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
海
外
で
の
研
究
経
験
や
外
国

研
究
か
ら
得
た
知
見
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
教
育
に
従
事
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
社
会
心
理
学
Ⅰ
・

Ⅱ
」
を
担
当
し
ま

す
。
広
島
県
出
身
と

い
う
こ
と
で
、
熱
狂

的
な
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
の
行
動
に
興
味
を

持
ち
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
人

は
何
か
に
熱
中
す
る
と
、
個
人
で
も
集

団
で
も
驚
く
べ
き
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
が
社
会
心
理
学
と

い
う
学
問
に
熱
中
で
き
る
よ
う
な
講
義

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。「
社

会
心
理
学
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
」
と
い
う
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
手

助
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

本
年
度
よ
り
本
学

の
教
職
課
程
で
公
民

科
教
育
を
担
当
し
ま

す
。
昭
和
61
年
３

月
に
本
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
。

本
年
３
月
、
北
海
道
有
朋
高
等
学
校
長

兼
北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ

ン
タ
ー
長
を
最
後
に
35
年
間
の
道
立

高
校
・
道
教
委
（
指
導
主
事
等
）
勤
務

を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
一
年
間
、
文
部

科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
教
育
振
興
基

本
計
画
部
会
の
臨
時
委
員
も
務
め
ま
し

た
。
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
生
か
し
教
職
を

目
指
す
学
生
た
ち
の
夢
を
実
現
す
べ
く

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
セ

ミ
ナ
ー
１
|
４
」
を

担
当
い
た
し
ま
す
。

大
学
生
と
一
緒
に

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
理
論
、
実
践
、
成
果
に
つ
い
て
の

発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
外
国
人
の

ビ
ザ
、
結
婚
問
題
、
貿
易
の
法
的
手
続

き
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
異
文

化
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
ま
す
ま
す
日
常
生
活
と
密
接
に
関

係
し
て
い
ま
す
。
講
義
や
ゼ
ミ
で
は
異

文
化
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

い
、
異
文
化
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
、
学
生
が
身
近
に
い
る
異
文
化
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を

持
ち
、
自
信
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
春
に
北
海
学

園
大
学
の
一
員
と
な

り
ま
し
た
清
沢
紫
織

で
す
。
専
門
は
社
会

言
語
学
と
ス
ラ
ヴ
語
学
で
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
を
中
心
に
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

も
訪
れ
、
言
語
と
政
治
の
関
わ
り
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
講
義
は
外
国
語
の
ロ

シ
ア
語
を
主
に
担
当
し
ま
す
。
自
身
が

ロ
シ
ア
語
学
習
を
機
に
ロ
シ
ア
に
留
ま

ら
ず
他
の
東
欧
諸
国
や
旧
ソ
連
の
国
々

へ
と
視
野
を
広
げ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
、
学
生
と
共
に
よ
り
広
い
視
野
で
ロ

シ
ア
語
と
い
う
言
語
、
並
び
に
そ
れ
を

取
り
巻
く
多
様
な
人
と
社
会
へ
も
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
宇
宙

科
学
な
ど
の
講
義
を

担
当
し
ま
す
。
専
門

は
銀
河
天
文
学
で
、

ハ
ワ
イ
に
あ
る
す
ば
る
望
遠
鏡
や
チ
リ

に
あ
る
ア
ル
マ
望
遠
鏡
な
ど
の
巨
大
望

遠
鏡
を
使
っ
て
、
１
０
０
|
１
３
０
億

年
前
の
宇
宙
に
あ
る
銀
河
の
観
測
的
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
宇
宙

望
遠
鏡
が
、
こ
れ
ま
で
の
天
文
学
の
知

識
を
大
き
く
塗
り
替
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

講
義
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
最
新
の

成
果
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
北
海

学
園
の
一
員
に
加
わ

り
ま
し
た
友
池
史
明

と
申
し
ま
す
。
私
が

専
門
と
す
る
生
化
学
は
、
研
究
と
し
て

は
医
薬
品
や
素
材
の
開
発
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
分
野

で
あ
り
、
ま
た
、
講
義
内
容
と
し
て
も

生
命
科
学
を
理
解
す
る
た
め
の
土
台
と

な
る
重
要
な
分
野
で
す
。
研
究
を
通
し

て
生
命
科
学
の
新
し
い
分
野
を
切
り
開

き
、
ま
た
、
講
義
・
実
習
を
通
し
て
生

命
科
学
の
最
前
線
を
開
拓
で
き
る
人
材

を
育
成
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①
札
幌
大
学
外
国
語

学
部
英
語
学
科

②
今
後
は
よ
り
広

い
視
野
を
持
っ
て
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
北
星
学
園
女
子
短

期
大
学
生
活
教
養
学

科②
庶
務
課
や
民
間
で

の
経
験
を
活
か
し
、
早
く
北
海
学
園
に

恩
返
し
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
教
員

あ
い
さ
つ

土ど

橋ば
し

康や
す

人と

地
域
経
済
学
科

准
教
授

経
済
学
部

中な
か

川が
わ

裕ゆ

美み

経
営
情
報
学
科

講
師

経
営
学
部

元も
と

紺こ
ん

谷や

尊た
か

広ひ
ろ

経
営
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

佐さ

藤と
う

ケ
イ
ト

法
律
学
科

准
教
授

法
学
部

清き
よ

沢さ
わ

紫し

織お
り

日
本
文
化
学
科

講
師

人
文
学
部

但た
だ

木き

謙け
ん

一い
ち

生
命
工
学
科

准
教
授

工
学
部

友と
も

池い
け

史ふ
み

明あ
き

生
命
工
学
科

准
教
授

大お
お

前ま
え

理り

恵え

事
務
部
庶
務
課

主
任

山や
ま

田だ

早さ

希き

子こ

入
試
部
入
試
課

主
任 新

任
職
員
紹
介

　
①
出
身
大
学
　
②
抱
負

│
法
学
部
の
特
色
は
？

　

伝
統
的
な
法
学
教
育
に
加
え
て
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社

会
に
お
い
て
必
要
な
実
践
的
な

英
語
力
の
習
得
と
異
文
化
理
解

を
目
的
と
し
て
、「English-

O
nly Cam

p in 

ニ
セ
コ
」

と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

や
、
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の

語
学
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
と
は

少
し
違
う
形
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

│
法
学
部
で
今
後
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

高
校
や
社
会
に
向
け
た
情
報

発
信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
教
員

間
の
教
育
に
関
す
る
情
報
共
有

で
す
。
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
て
い

る
の
か
、
ゼ
ミ
を
ど
う

運
営
し
て
い
る
の
か
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
授
業
の

や
り
方
も
参
考
に
新
し

い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で

き
れ
ば
、教
育
の
質
も
、

学
生
の
理
解
や
ス
キ
ル

も
向
上
す
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
大
学
で
の

学
び
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
１
年
目
の
初
等
教
育
は
と
て
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
学
生
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　

ま
ず
、自
分
の
こ
と
を
「
生
徒
」

と
言
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
等
教
育
を
受
け
て
い
る
中
学

生
・
高
校
生
が
「
生
徒
」
で
あ

り
、
教
育
を
受
け
る
人
の
こ
と
、

大
学
生
は
「
学
生
」
で
あ
り
、

自
ら
学
ぶ
人
の
こ
と
で
す
。
大

学
に
入
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
い

ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て

勉
強
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
あ

ま
り
気
負
わ
ず
に
、
身
近
な
こ

と
で
も
趣
味
で
も
何
で
も
い
い
。

面
白
い
と
思
っ
た
な
ら
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
調
べ
て
み
る
。
深

く
理
解
し
て
い
く
と
、
意
外
と

大
学
の
学
び
と
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

│
先
生
は
昨
年
か
ら
今
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
、
在
外
研
修
で
フ
ラ

ン
ス
に
滞
在
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
一
度
海
外

に
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
旅

行
で
も
い
い
。
自
分
が
圧
倒
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
経
験
を
し
て
ほ
し

い
。
海
外
に
行
く
と
、
ま
ず
東
ア
ジ

ア
人
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
な

の
か
中
国
な
の
か
韓
国
な
の
か
ベ
ト

ナ
ム
な
の
か
一
目
で
は
分
か
ら
な
い

ん
で
す
。
自
分
は
い
っ
た
い
何
者
な

ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
機
会
に
な
り
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
い
ろ
ん
な
人

種
の
人
が
い
ま
す
の
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
も
貴
重
な
経

験
で
す
。

館
田
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

私
も
一
部
執
筆
し
た『
世
界
の
憲
法
・

日
本
の
憲
法
』（
新
井
誠
・
上
田
健
介
・

大
河
内
美
紀
・
山
田
哲
史
編
、
有
斐
閣
）

で
す
。
憲
法
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ご
と

に
、
世
界
各
国
の
憲
法
で
は
ど
う
向
き

あ
っ
て
い
る
の
か
、
日
本
の
憲
法
と
比

較
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る

と
こ
ろ
だ
け
で
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

読
書
の
一
つ
の
仕
方
と
し
て
「
拾
い

読
み
」
が
あ
り
ま
す
。
高
校
ま
で
は
最

初
か
ら
最
後
ま
で
通
し
て
読
ん
で
い
た

と
い
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
拾

い
読
み
は
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け

読
ん
で
、
面
白
か
っ
た
ら
他
の
部
分
も

読
ん
で
み
る
と
い
う
も
の
。
大
学
で
の

勉
強
や
調
べ
も
の
の
際
に
、
そ
う
い
う

読
書
も
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

グローバル教育と初等教育の充実
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工
学
部
建
築
学
科
・
米
田
浩

志
研
究
室
の
第
13
回
卒
業
設
計

作
品
展
が
３
月
８
日
〜
３
月
10

日
、
札
幌
市
内
の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｙ
創
に
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
本
研
究
室

の
学
生
た
ち
が
４
年
間
の
集
大

成
と
し
て
取
り
組
ん
だ
作
品
を

展
示
し
、
活
動
成
果
を
報
告
す

る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
。
学
外
展
を
行
う
こ
と
で
、

学
生
の
活
躍
を
社
会
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「STILLNESS 

IN TIM
E

」。
来
場
者
は
、
学

生
た
ち
の
情
熱
溢
れ
る
作
品
に

見
入
っ
て
い
た
。

  

建
築
学
科
米
田
研
究
室

卒
業
設
計
作
品
展

第３回 JIA 北海道支部建築大賞 2022
建築学科卒業生によるダブル受賞

　第 3 回 JIA 北海道支部建築大賞 2022 において、建築学科卒業生（建築学科非常
勤講師）の髙木貴間さんの作品「富良野の異形屋根」が住宅部門優秀賞、同じく赤
坂真一郎さんの作品「レストラン フェネトレ」が審査委員賞を受賞した。本学科
卒業生のダブル受賞となった。

髙木貴間さんの受賞作品「富良野の異形屋根」 赤坂真一郎さんの受賞作品「レストラン フェネトレ」

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連
載
し

て
い
る
「
人
脈
記
」。
今
回
は
、

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
案

内
広
告
社
に
勤
務
す
る
伊
藤
孝
浩

さ
ん
を
紹
介
す
る
。

◆　

◆　

◆

　

２
０
１
４
年
に
経
営
学
部
を
卒

業
後
、
現
職
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に

入
社
。
２
年
前
に
東
京
へ
転
勤
し
、

企
画
・
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　
「
広
告
は
人
を
楽
し
く
す
る
仕

事
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で
世
の
中

を
楽
し
く
し
た
い
と
思
っ
て
入
社

し
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
伝

え
た
い
こ
と
、
世
間
の
求
め
る
こ

と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
ど
う
い

う
言
葉
だ
と
よ
り
多
く
の
人
に
届

く
か
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」

　

も
と
も
と
広
告
業
に
興
味
が

あ
っ
た
伊
藤
さ
ん
だ
が
、
入
社
の

き
っ
か
け
は
一
風
変

わ
っ
た
社
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
っ
た
。

　
「
会
社
説
明
会
で
、

社
員
が
世
界
７
大
陸
最

高
峰
登
山
に
リ
レ
ー
形

式
で
挑
戦
し
、
最
終
的

に
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
頂

を
目
指
す
と
い
う
企
画

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
登
山
を
し
た
こ
と

は
全
く
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
こ
の
会
社
に
入

れ
ば
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

自
分
を
変
え
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
。
そ
う
考
え

て
入
社
を
決
め
ま
し

た
」

　

入
社
後
、
新
人
研
修

で
富
士
山
に
登
っ
た
の

を
皮
切
り
に
、
北
岳
や
五
竜
岳
な

ど
で
定
期
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
だ
。

　

２
０
１
８
年
４
月
に
現
地
入

り
。
テ
ン
ト
泊
を
し
な
が
ら
約
１

か
月
半
を
か
け
て
３
往
復
し
、
身

体
を
高
所
に
慣
ら
し
た
。

　
「
社
員
２
名
と
、
現
地
の
シ
ェ

ル
パ
、
日
本
の
著
名
な
山
岳
ガ
イ

ド
た
ち
と
一
緒
の
日
本
隊
で
し

た
。
同
行
し
た
現
地
の
シ
ェ
フ
は

日
本
食
が
上
手
で
、
作
っ
て
く
れ

た
天
ぷ
ら
蕎
麦
は
お
い
し
く
て
元

気
が
出
ま
し
た
」

　

い
よ
い
よ
山
頂
ア
タ
ッ
ク
と
い

う
日
、
シ
ェ
ル
パ
が
急
な
体
調
不

良
を
起
こ
し
た
た
め
、
１
本
３
kg

ほ
ど
の
酸
素
ボ
ン
ベ
を
伊
藤
さ
ん

は
他
の
人
よ
り
も
２
本
多
く
持
っ

て
登
頂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
ザ
ッ
ク

の
背
板
も
持
っ
て
行
け
な
い
ほ
ど

荷
物
を
軽
量
化
す
る
中
で
の
思
わ

ぬ
出
来
事
だ
っ
た
が
、
５
月
17

日
、
見
事
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
遂

げ
た
。

　

会
社
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
体

験
を
も
と
に
、
北
海
学
園
札
幌
高

等
学
校
な
ど
で
様
々
な
実
習
体
験

会
や
講
演
会
を
開
催
。
子
ど
も
た

ち
に
冒
険
の
お
も
し
ろ
さ
や
楽
し

さ
を
広
げ
て
い
る
。

◆　

◆　

◆

　

偉
業
を
達
成
し
た
伊
藤
さ
ん
だ

が
、
学
生
時
代
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
僕
も
そ
う
で
し
た
が
、
学
生

時
代
に
い
き
な
り
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
何
を

す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

無
理
に
何
か
す
る
よ
り
も
、
い
つ

か
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た

と
き
に
、
す
ぐ
走
り
出
す
た
め
の

準
備
期
間
と
捉
え
て
、
自
分
に
素

直
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。〝
挑
戦
し
た
い
〞
と
い

う
気
持
ち
が
き
っ
と
、
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
て
く
れ
ま
す
」

　

佐
藤
淳
ゼ
ミ
の
仲
間
や
ア
ル
バ

イ
ト
先
で
仲
良
く
な
っ
た
人
た
ち

と
は
今
も
交
流
が
あ
り
、
人
と
の

繋
が
り
を
今
も
大
切
に
し
て
い

る
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
４
年
北
海
学
園

大
学
経
営
学
部
卒
業
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

に
入
社
。
２
０
１
８
年
勤
務
先
の
50
周
年

企
画
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
達
成
。
現
在
、

デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
案
内
広
告
社
勤
務
。

学園学園人人脈記脈記第23 回

株式会社デイリースポーツ案内広告社 プランニング室

コピーライター 伊
い

藤
とう

孝
た か

浩
ひ ろ

 氏
経営学部経営情報学科 平成25 年度卒・8 期生

会社の企画でエベレスト登頂

建築学科 米田研究室の学生

JIA 北海道支部 学生卒業設計コンクール2023
金賞受賞

建築学科 石橋研究室の学生

2022年度 日本建築学会北海道支部賞
銅賞受賞

　日本建築家協会北海道支部主催の「JIA 北海
道支部学生卒業設計コンクール 2023」において、
建築学科 4 年・大畝悠介さん（米田研究室）の
作品「御山の灯篭 ～彼方者の標で彼等を想う～」
が金賞を受賞した。

　日本建築学会北海道支部主催の「卒業設計優
秀作品審査」において、建築学科４年・渡邊智
帆さん（石橋研究室）の作品「E-cycle plant 都
市に馴染む複合型クリーンセンター」が銅賞を
受賞した。

「御山の灯篭 ～彼方者の標で彼等を想う～」 「E-cycle plant 都市に馴染む複合型クリーンセンター」

　

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
令
和
５

年
度
第
１
学
期
の
交
換
教
員
と

し
て
ペ
ダ
ル
デ
リ
ッ
ク
教
授
が

４
月
２
日
、
本
学
に
着
任
し
た
。

　

ペ
ダ
ル
教
授
は
、
本
学
の
「
カ

ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」
を
担

当
す
る
。
任
期
は
７
月
29
日
ま

で
。 教

員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

ペ
ダ
ル
教
授
着
任「カナダの自然と社会Ⅰ」を担当するペダル教授

田
た

中
なか

勝
まさのり

則 小
お

幡
ばた

昌
まさ

志
し

黒
くろさわ

澤 祐
ゆう

莉
り

渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

北海学園大学「学生カウンセリング室」のカウンセラー

申込方法：お電話 011－876－9939、  メール hgukokoro@hgu.jp
受付時間：平日 10：00 ～ 12：40、13：40 ～ 17：00
詳しい情報は「北海学園大学 こころの相談」で検索

　

４
月
よ
り
新
年
度
を
迎
え
、
そ
ろ
そ

ろ
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
始
め
て
き

た
頃
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
世
間

を
騒
が
せ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
、
５
月
よ
り
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
へ

移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
長
い
間
感
染

対
策
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い

た
生
活
か
ら
一
転
し
、
緩

和
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
い
て
も
、
対
面
授
業

の
増
加
に
加
え
、部
活
動
や
サ
ー

ク
ル
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
学

生
の
皆
さ
ん
の
活
動
も
よ
り
活

発
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
人
に
よ
っ
て
は
そ

う
し
た
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ス

ト
レ
ス
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
学
業
や

友
人
関
係
、
就
職
活
動
な
ど
、
在
学
中
に

直
面
す
る
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
そ

れ
ら
に
一
人
で
対
処
し
き
れ
ず
溜
め
込
ん

で
し
ま
う
結
果
、
思
う
よ
う
に
学
生
生
活

が
送
れ
ず
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
と
も
学
生
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
室
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
で
す
。ま
た
、ご
本
人
で
な
く
と
も
、

周
り
に
専
門
的
な
助
け
が
必
要
そ
う

な
学
生
さ
ん
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
学
生

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
今
年
度
よ
り
常
駐
の
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
増
員
さ
れ
、
よ
り
充

実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
メ
ー
ル
や
お
電
話
、
直
接
の
ご

来
室
な
ど
ご
都
合
の
つ
き
や
す
い
方

法
で
の
ご
予
約
が
可
能
で
す
。
詳
し

い
情
報
は
、
本
学
の
こ
こ
ろ
の
相
談

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

相
談
す
る
と
い
う
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
一
緒
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
相
談
機
関
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
、
少
し
で
も
そ
の
後
押
し

が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

困ったときは、ひとりで悩まず
学生カウンセリング室へ!!

│
学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
４

月
か
ら
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

田
中　

昨
年
度
ま
で
学
生
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
室
は
豊
平
キ
ャ
ン

パ
ス
の
医
務
室
内
に
受
付
場
所

が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

２
号
棟
１
階
に
新
し
く
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
勤
ス
タ
ッ

フ
が
１
名
増
え
て
２
名
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な

活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

│
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
前
と
変
化
は
？

黒
澤　

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
と
な
っ
た
時
も
混
乱
が

生
じ
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
対

面
授
業
が
増
え
、
混
乱
し
て
い

る
学
生
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

渡
邊　

コ
ロ
ナ
前
の
学
生
は
友

だ
ち
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

こ
に
き
て
相
談
す
る
人
が
い
な

い
と
か
、
友
だ
ち
が
で
き
な
い
、

友
だ
ち
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
相
談
が
き
て
い
ま
す
。

小
幡　

最
近
は
、
入
学
前
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て

い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
や
っ
て
い
な

い
学
生
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
入

れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
き
て

い
ま
す
。

田
中　

い
ま

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
が
話
題

に
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
で
レ
ポ
ー
ト

が
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
成
績
評
価

の
方
法
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
我
々
も
新
し
い

こ
と
を
学
ん
で
い
き
、
教
職
員

と
も
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
学
生
た

ち
と
向
き
あ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

│
予
測
不
可
能
な
こ
と
も
多
い

で
す
ね
。

渡
邊　

実
は
大
学
生
の
頃
は
、
統

合
失
調
症
や
発
達
障
害
が
問
題

に
な
り
や
す
い
時
期
な
ん
で
す
。

そ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
て

い
て
、
勉
強
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
か
、
就
職
活
動
で
症
状
が

出
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
誰
で

も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
を
学
生
も
保
護
者
の
方

も
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

黒
澤　

私
は
こ
こ
に
着
任
す
る

前
は
病
院
で
仕
事
を
し
て
い
て
、

色
々
な
精
神
疾
患
を
お
持
ち
の

方
を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
経
験
を
活
か
し
て
、
必
要
で

あ
れ
ば
病
院
や
適
切
な
支
援
機

関
に
繫
げ
る
こ
と
も
自
分
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
幡　

自
分
の
将
来
や
特
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た

り
準
備
し
て
い
く
の
か
、
少
し

余
裕
の
あ
る
大
学
生
の
う
ち
に

考
え
る
こ
と
は
（
そ
の
後
の
人

生
に
お
い
て
も
）
と
て
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

小
幡　

身
近
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
室
を
ご
利
用
頂
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
特
に
単
位
履
修
に
関
す
る

こ
と
等
は
期
限
も
あ
り
ま
す
の
で

一
度
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

田
中　

学
内
に
は
様
々
な
相
談

窓
口
が
あ
る
の
で
、
と
に
か
く
ど

こ
か
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。
そ

こ
か
ら
適
切
な
相
談
窓
口
を
紹

介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
「
た
ら
い
回
し
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
学
生
に
と
っ

て
一
番
的
確
・
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

豊
平　
２
号
棟
１
階
に
移
転

常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
２
名
に

キ
ャ
ン

パ  

ス

学生カウンセリング室

カウンセラー
INTERVIEW



2023年（令和5年）6月1日 第134号 （8）

春のオープンキャンパス

【開催内容】  説明会、学内ツアー、学部イベント、体験
ツアー（工学部）、ショールーム（工学部）など
※2部は内容が一部異なります。

申込必須! 
本学公式 LINE
よりお申込み
ください。

イベント及び
お申込みの詳細
については本学
HPをご確認くだ
さい。

豊平キャンパス（経済学部、経営学部）
10：00～／11：20～／12：40～／14：00～
山鼻キャンパス（工学部）
10：30～／12：30～／14：30～

日6/18
豊平キャンパス（法学部、人文学部）
10：00～／11：20～／12：40～／14：00～日6/25

【申込み開始：6/6（火）10：00～】

夏のオープンキャンパス
豊平キャンパス（法学部、人文学部）
10：00～／11：20～／12：40～／14：00～
山鼻キャンパス（工学部）
10：30～／12：30～／14：30～

金
祝8/11

山鼻キャンパス（工学部）
10：30～／12：30～／14：30～

豊平キャンパス（経済学部、経営学部）
10：00～／11：20～／12：40～／14：00～土8/12

【申込み開始：7/25（火）10：00～】

秋のオープンキャンパス
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
※詳細は8月中旬公開予定日10/1

【申込み開始：9/12（火）10：00～】

2部オープンキャンパス
豊平キャンパス
14：00～土9/30

【申込み開始：9/12（火）10：00～】

OPEN CAMPUS 2023OPEN CAMPUS 2023OPEN CAMPUS 2023

亀田交流プラザ
生涯学習センター きらん室蘭

函館

北見市民会館北見 土7/22

土

釧路市生涯学習センター釧路 土7/22
旭川北洋ビル旭川 日7/23
とかちプラザ帯広 日7/23

7/29
日7/30

【開催内容】  大学説明＆保護者向け説明、入試制度
説明、個別相談、在学生オンライントークライブ、パネ
ル展など

（11：30～、14：30～の2部制）全会場 11：20－17：00

申込必須! 
本学公式 LINE
よりお申込みく
ださい。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認く
ださい。

ミニオープンキャンパスミニオープンキャンパスミニオープンキャンパス2023
年 度

2023年度 進学相談会 各会場とも入場無料、事前の申込みは不要です。

道内会場
開催月日 場所 会場名 開催月日 場所 会場名
 6月16日㈮ 札幌 ホテルエミシア札幌
 ７月14日㈮ 苫小牧 苫小牧市総合体育館
 8月22日㈫ 函館 ベルクラシック函館
 8月23日㈬ 旭川 アートホテル旭川
 8月24日㈭ 札幌 札幌パークホテル
 9月11日㈪ 札幌 ホテルエミシア札幌
 9月12日㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
 9月13日㈬ 旭川 旭川地場産業振興センター
 9月20日㈬ 中標津 中標津トーヨーグランドホテル
10月24日㈫ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広

11月  2日㈭ 苫小牧 苫小牧市総合体育館
11月  6日㈪ 札幌 ホテルエミシア札幌
11月  7日㈫ 紋別 紋別市スポーツセンター
11月  7日㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
11月  8日㈬ 網走 網走セントラルホテル
11月  8日㈬ 旭川 アートホテル旭川
11月10日㈮ 札幌 札幌パークホテル
11月14日㈫ 室蘭 蓬崍殿
11月15日㈬ 函館 ホテル法華クラブ函館
12月  5日㈫ 釧路 釧路市観光国際交流センター

道外会場
開催月日 場所 会場名
 9月  1日㈮ 秋田 アルヴェ
 9月  5日㈫ 仙台 アエル
 9月15日㈮ 盛岡 ホテルメトロポリタン盛岡本館

※参加前に必ず最新情報
　を確認してください。

函館税関

寳
たから

嶋
じ ま

響
きょう

子
こ

経営学部経営学科 
令和４年度卒・17期生

　

今
年
３
月
に
経
営
学
部
を
卒
業

し
た
寳
嶋
響
子
さ
ん
の
卒
業
論
文

「
ロ
シ
ア
極
東
中
古
車
市
場
に
お
け

る
日
本
車
の
優
位
性
」
が
、
査
読

誌
『
港
湾
経
済
研
究
』
第
61
号
に

掲
載
が
決
ま
っ
た
。

　

富
山
県
出
身
の
寳
嶋
さ
ん
が
こ

の
卒
論
テ
ー
マ
と
出
会
う
き
っ
か

け
は
、
大
学
２
年
の
春
休
み
に
帰

省
し
た
際
に
父
親
と
行
っ
た
パ
キ

ス
タ
ン
料
理
屋
。
そ
こ
で
、
富
山

か
ら
ロ
シ
ア
へ
大
量
の
中
古
車
が

輸
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
担
い
手

が
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
あ
る
こ
と
を

知
る
。「
中
古
車
っ
て
輸
出
す
る
も

の
な
の
？  

そ
れ
も
地
元
か
ら
。
こ

れ
は
面
白
い
」。
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
ま
ま
独
自
で
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
、
自
動
車
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
経
済
学
部
の
浅
妻
裕

教
授
を
訪
ね
て
指
導
を
仰
い
だ
。

　

論
文
で
は
、
経
営
学
の
手
法
を

用
い
た
分
析
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
に
よ
り
、
富
山
県
の
港
湾
か
ら

輸
出
さ
れ
る
中
古
車
が
ロ
シ
ア
極

東
地
方
で
優
位
性
を
獲
得
し
た
結

果
、
輸
出
量
が
増
加
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

◉　

◉

◉

　

寳
嶋
さ
ん
の
ロ
シ
ア
へ
の
興
味

は
大
学
入
学
直
後
に
遡
る
。「
北
海

道
と
ロ
シ
ア
は
こ
ん
な
に
近
い
ん

だ
」
と
、
さ
っ
そ
く
ロ
シ
ア
語
を

履
修
し
、
１
年
の
夏
に
は
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
大
学
へ
の
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
参
加
。
日
本
と
は
異
な
る
独

特
の
文
化
に
驚
い
て
、
よ
り
興
味
・

関
心
を
深
め
た
。
２
年
次
に
は
ロ

シ
ア
語
弁
論
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
）
に
も
出
場
し
た
。

　

内
藤
永
ゼ
ミ
で
は
、
国
内
の
地

域
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
う

取
り
組
ん
だ
ら
い
い
か
、
そ
の
考

え
方
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ

生
３
人
で
Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
日
本
政
策
学

生
会
議
で
政
策
提
言
を
行
い
、
政

策
フ
ォ
ー
ラ
ム
分
科
会
賞
を
受
賞

し
た
（
１
３
３
号
６
頁
参
照
）。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
学
生
活
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
多
く
の
方
々
が

学
生
に
活
躍
の
機
会
を
与
え
て
下

さ
っ
た
り
、
Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
学
生

に
よ
る
、
学
生
の
た
め
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
で
活
動
し
た
り
と
、

自
分
な
り
の
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人

と
関
わ
る
こ
と
で
興
味
が
広
が
る
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
人
と
の
縁

を
大
切
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

卒業論文が査読誌『港湾経済研究』に掲載
コロナ禍でも充実の大学生活

学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

一般・推薦３年次 ～10月  3日（火） 11月  4日（土）10月13日（金）

経営学部 一般・推薦
一般

～10月16日（月） 11月25日（土）10月27日（金）
～1月15日2024年

2023年

2023年

2023年

2024年
2023年

2023年

（月） 2月24日（土）1月26日（金）

法 学 部 ～9月14日（木） 10月14日（土）
2月16日（金）

9月21日（木）
～1月10日（水） 1月17日（水）

人文学部 一般

一般・推薦
一般・推薦

～9月29日（金） 10月28日（土）10月  6日（金）
2024年 ～1月15日（月） 2月27日（火）1月26日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2023年 ～7月11日（火） 9月  1日（金）7月14日（金）

2024年 ～1月16日（火） 2月19日（月）1月19日（金）

2024年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科・経営情報学科1部
経営学科2部

法律学科・政治学科1部

法律学科・政治学科2部

日本文化学科・英米文化学科1部
日本文化学科・英米文化学科2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

～10月  3日（火） 11月  4日（土）

11月25日（土）
2月24日（土）

10月13日（金）

2023年 ～10月16日（月） 10月27日（金）
2024年 ～1月15日（月） 1月26日（金）

Ⅰ期３年次
３年次
３年次
２・３年次

３年次

３年次

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科2部

期

2024年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  4 日（水）
10 月14 日（土）
10 月  4 日 （水）
10 月 21 日（土）
10 月 12 日（木）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）

2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 17 日（土）
2月 14 日（水）

2月 14 日（水）

8月  28日（月）～　
9月  11日（月）

2023年

2024年
1月10日（水）～　
1月17日（水）

2024年
1月10日（水）～　
1月17日（水）

※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

【開催内容】 各研究科個別相談会、奨学金説明会・個別
相談、施設見学 、社会人特例・長期履修制度説明、
就職情報の提供

13:00～14:30
豊平 ６号館３階キャンパス

土第1回 7/1
土第2回 12/2

経済学研究科・経営学研究科・法学研究科・文学研究科

14:30～15:30
山鼻 3号館２階キャンパス

金第1回 7/7
金第2回 12/8

工学研究科

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会2023年度

　

２
０
２
３
年
３
月
卒
業
生
の
就
職

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
就
職
率

は
表
１
の
と
お
り
で
、
昨
年
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
就
職
活
動
で
し

た
が
、
企
業
や
官
公
庁
等
の
採
用
意

欲
は
よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
観

光
業
界
に
お
い
て
も
人
員
不
足

の
為
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
中

心
に
多
く
の
求
人
が
大
学
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
就
活
中
の
学
生
と
接
点
を

持
つ
こ
と
が
難
し
く
、
個
人
で

動
い
た
学
生
も
多
か
っ
た
と
分

析
し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
で
動
く
と
ど
う
し
て

も
『
自
分
の
知
っ
て
い
る
企

業
』
と
い
う
狭
い
世
界
で
し

か
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
本
当

に
望
む
進
路
で
あ
っ
て
、
就
職
先
と

し
て
決
定
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

そ
う
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
で

す
。
そ
の
事
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
と

し
て
、
２
０
２
３
年
３
月
卒
業
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、

「
も
う
一
度
就
職
活
動
を
す
る
と
し

た
ら
、
最
も
力
を
入
れ
よ
う
と
思
う

こ
と
」
の
項
目
で
１
位
に
あ
げ
ら
れ

た
の
は
「
企
業
・
業
界
研
究
」
で
し

た
。
企
業
・
業
界
研
究
は
「
知
っ
て

い
る
企
業
」
を
増
や
す
だ
け
で

は
な
く
、面
接
時
に
有
効
な「
業

界
や
志
望
企
業
の
知
識
」
を
増

や
す
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

先
輩
た
ち
の
生
の
声
と
し
て
、

「
も
っ
と
い
い
企
業
が
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
」「
業
界
研
究

が
甘
く
て
面
接
で
上
手
く
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
公
務
員
志
望
者
で

あ
っ
て
も
同
様
で
、「
官
庁
な

ど
に
つ
い
て
調
べ
き
れ
ず
面
接

で
た
く
さ
ん
落
と
さ
れ
た
」
と

い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
先
輩
方
の
声
を
受
け
、
４

年
生
の
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た

で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
知
ら
な
い
企

業
の
中
に
も
多
く
の
有
望
な
企
業
が

あ
り
ま
す
。
是
非
就
活
生
は
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
デ
ー

タ
を
上
手
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
先

輩
方
の
内
定
先
一
覧
等
多
く
の
情
報

を
入
手
・
参
考
と
し
、
本
当
に
自
分

に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
た
上

で
、
納
得
の
い
く
就
職
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

報
道
に
よ
り
ま
す
と
就
活
生
に
有

利
な
「
売
り
手
市
場
」
が
続
い
て
い

る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
就
活
生
が
企
業
を
選
ぶ
よ
う

に
、
企
業
側
も
採
用
者
を
選
ん
で
お

り
ま
す
。
採
用
基
準
を
落
と
さ
ず
、

採
用
定
員
に
満
た
な
く
て
も
採
用
を

終
了
す
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
個
別

の
進
路
相
談
や
模
擬
面
接
等
を
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
後
も
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を

６
月
11
日
（
日
）（
64
社
）
に
企
画

し
て
お
り
ま
す
。
就
職
活
動
を
継
続

し
て
い
る
学
生
は
こ
の
機
会
を
逃
さ

ず
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

キャリア支援センターINFORMATION  ＜ 2023年就職状況＞

表2　2023年3月卒業生 業種別就職先（抜粋）

※紙面の都合から主な就職先約 216社を掲載しました。

国家公務員一般職
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
裁判所職員（一般職）
自衛隊幹部候補生
自衛隊一般曹候補生
北海道職員
北海道警察
札幌市役所（一般事務・他）
札幌市消防
道内市役所
道内町村
岩手県警察
刑務官
警視庁警察官
東京都特別区
国立大学法人等職員
北海道内外教員
イオンフィナンシャルサービス
道内信用金庫
ゆうちょ銀行
北海道銀行
北洋銀行
北陸銀行
札幌中央 信用組合
岡三証券
東海東京フィナンシャル・ホールディングス
北洋証券
野村證券
ＳＯＭＰＯひまわり生命保険
あいおいニッセイ同和損害保険
かんぽ生命保険
東京海上日動パートナーズ北海道
住友生命保険相互会社すみれい
損害保険ジャパン
第一生命保険
東京海上日動火災保険
日本生命保険相互会社
明治安田生命保険相互会社
札幌北洋リース
北海道リース
中道リース
ドーピー建設工業
ヒロセホールディングス
伊藤組土建
カワムラ
大林組
中山組
クワザワ
ワールドコーポレーション
内池建設
丸彦渡辺建設
岩田地崎建設

戸田建設
鹿島建設
住友林業ホームテック
西松建設
大栄建設
第一建設
竹内建設
東洋建設
萩原建設工業
武ダ技建創
豊栄建設
北海電気工事
北土建設
ミサワホーム北海道
スウェーデンハウス
ロゴスホーム
一条工務店
近藤工務店
大和ハウス工業
北海道セキスイハイム
三光不動産
長谷工コミュニティ
札幌駅総合開発
住友不動産販売
常口アトム
東急リバブル
明和地所
旭川ガス
エネサンス北海道
昭和ガス
北ガスジェネックス
北海道ガス
北海道電力／北海道電力ネットワーク
ＡＮＡ新千歳空港
ＡＮＡ成田エアポートサービス
ハートランドフェリー
ヤマト運輸
ディップ
デジタルホールディングス
北日本広告社
リクルート北海道じゃらん
第一広告
電通デジタルアンカー
電通プロモーションプラス
北海道アルバイト情報社
デル・テクノロジーズ
ＡＣＮ北海道
ＫＤＤＩエボルバ
ＮＴＴドコモ
ＮＴＴ東日本－北海道
コスモネット
つうけん
ドコモＣＳ北海道
ＤＣＭ

アイングループ
イオン北海道
ダイハツ北海道販売
道内トヨタ系ディーラー
道内日産系ディーラー
ハミューレ
サンドラッグ
サンドラッグプラス
ツルハ
ユニクロ
リラィアブル
きのとや
セコマ
ダイイチ
もりもと
ラルズ
ロイズコンフェクト
東光ストア
佐藤水産
サッポロドラッグストアー
北海道キヨスク
北海道三菱自動車販売
北雄ラッキー
ＴＯＴＯ北海道販売
キヤノンシステムアンドサポート
コクヨ北海道販売
ダンロップタイヤ北海道
トヨタモビリティパーツ 本部
パナソニックリビング北海道・東北
リコージャパン
ワタキューセイモア
永浜クロス
トゥモローランド
ほくやく
古島
良品計画
クレタ
スズキ自販北海道
ナシオ
ホンダカーズ南札幌
モロオ
ヤマチコーポレーション
竹山
札幌アポロ
札幌日産自動車
三菱電機住環境システムズ
渡辺パイプ
東日本フード
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
北海道エナジティック
北海道キリンビバレッジ
北海道プリマハム
北海道マツダ販売
生活協同組合コープさっぽろ

長谷川産業（長谷川グループ）
渡辺パイプ
道内農業協同組合
ホクレン農業協同組合連合会
一般財団法人 札幌市スポーツ協会
アルプス技研
マイナビ
マイナビＥｄｇｅ
道内商工会（北海道商工会連合会）
北海道厚生農業協同組合連合会
北海道国民健康保険団体連合会
北海道信用農業協同組合連合会
北海道信用保証協会
ＳＡＴＯ社会保険労務士法人
むらずみ経営グループ 税理士法人むらずみ総合事務所
吉岡経営センター
札幌萌黄法律事務所
社会保険労務士法人ホームラン
社会保険労務士法人北海道賃金労務研究所
税理士法人ジャパンタックス申告会
税理士法人すずらん総合マネジメント
税理士法人池脇会計事務所
弁護士法人ＡｄＩｒｅ法律事務所
学校法人札幌学院大学
学校法人日本医療大学
学校法人北海道科学大学
学校法人吉田学園
学校法人高宮学園 代々木ゼミナール
ＪＩＧ－ＳＡＷ
ＮＥＣ ＶＡＬＷＡＹ
ＮＴＴデータシステム技術
ＳＣＳＫ北海道
ＳＨＩＮＫＯ
ＳＯＣ
ＴＩＳ北海道
アイエスエフネットグループ
エヌ・ティ・ティ・システム開発
エム・ソフト
キンドリルジャパン・テクノロジーサービス
コムシス情報システム
コムチュア
システムデザイン開発
ダイアモンドヘッド
トランスコスモス
ペイロール
ＮＤＰマーケティング
エイチ・アイ・ディ
クラウドワークス
サイバーエージェント
ネクストビート
メンバーズ
リクルート
恵和ビジネス
合同会社ＤＭＭ.ｃｏｍ

公
務
員
・
国
立
大
学
法
人

金
融

建
設
・
不
動
産

建
設
・
不
動
産

卸
小
売
・
製
造

運
輸
・
通
信
・
出
版
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

卸
小
売
・
製
造

サ
ー
ビ
ス
・
団
体

情
報
処
理
・Ｉ
Ｔ
関
連

内定率（％）

2
部

82.0 89.7
81.8 92.3
56.3 91.7
86.8 90.9
74.6 76.5
89.0 93.3
85.2 87.5
82.4 100.0

83.8
87.5
71.4
87.5
75.0
90.3
85.7
83.8

英米文化
日本文化
政治
法律
経営
地域経済
経済
学科

2部合計

女 計男
内定率（％）

1
部

92.9 94.4 93.3経済
91.3 87.8 90.3地域経済
94.3 89.3 92.3経営
89.9 94.1 91.5経営情報
92.2 91.2 91.8法律
95.8 93.2 94.8政治

学科

1部合計　男/92.0、女/91.9、計/92.0
1部･2部合計　男/89.2、女/91.5、計/89.9

女 計男
内定率（％）

1
部

88.6 91.1 89.9日本文化
96.7 88.9 92.0英米文化
97.1 100.0 97.4社会環境工
90.5 100.0 93.4建築
89.1 100.0 89.2電子情報工
84.6 100.0 87.8生命工

学科 女 計男

表1　2023年3月卒業生就職状況

企業・業界研究しっかりと

▽
４
月
６
日  

北
海
学
園
大
学
名
誉
教
授
岡
崎

敦
男
氏

▽
４
月
７
日  

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
交
換
教
員

ペ
ダ
ル
デ
リ
ッ
ク
教
授
着
任
挨
拶

▽
４
月
10
日  

株
式
会
社
人
力
社
代
表
取
締
役

曽
我
部
司
氏
、
及
川
紀
子
氏
、
伊
藤
秀
倫
氏

▽
４
月
11
日  

北
海
学
園
大
学
同
窓
会
会
長
関

寛
氏
、
副
会
長
宮
本
雅
次
氏
、
大
澤
定
雄
氏
、

城
秀
夫
氏
、
板
垣
俊
夫
氏
、
日
和
哲
志
氏

▽
４
月
18
日  

北
洋
銀
行
取
締
役
山
田
明
氏
、

地
域
産
業
支
援
部
長
越
田
雄
三
氏
、
豊
平
支

店
長
佐
藤
光
輔
氏
、
Ｈ
Ｋ
Ｐ
株
式
会
社
松
橋

啓
司
氏

▽
４
月
27
日  

日
本
建
設
株
式
会
社
札
幌
支
店

営
業
課
長
山
本
竜
一
氏
、
総
務
経
理
課
長
遠

藤
隆
之
氏

▽
５
月
２
日  

稚
内
大
谷
高
等
学
校
校
長
平

岡
祥
孝
氏


